
ウ
ガ
リ
ト
王
国
の
昌
身
に
つ
い
て

近

藤

洋

子

【
要
約
】
　
ウ
ガ
リ
ト
語
で
記
さ
れ
た
土
地
リ
ス
ト
の
多
く
に
登
場
す
る
口
げ
身
の
語
は
、
従
来
、
王
か
ら
付
与
さ
れ
た
土
地
を
指
す
語
と
み
な
さ
れ
て
き

た
。
そ
し
て
土
地
リ
．
ス
ト
が
ほ
と
ん
ど
の
場
合
あ
る
個
人
が
ち
別
の
個
人
に
渡
さ
れ
た
耕
地
を
列
挙
す
る
と
い
う
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
没
収
一
再
分
配
を
記
し
た
も
の
と
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
個
々
の
リ
ス
ト
の
内
容
を
詳
し
く
検
討
し
た
と
ζ
ろ
、
弼
げ
身
地
は
決
し

て
再
分
配
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
耕
作
を
委
託
す
る
と
い
う
形
で
第
三
者
の
手
に
渡
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
出
び
身
は
王
か
ら
付
与

さ
れ
た
土
地
に
で
は
な
く
、
第
三
者
に
耕
作
を
任
せ
た
土
地
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
語
な
の
で
あ
る
。
耕
作
委
託
に
出
し
た
理
由
や
引
受
け
た
側
に
つ
い

て
は
ま
だ
全
体
像
を
捉
え
る
に
は
い
た
？
て
い
な
い
が
、
岱
び
身
地
の
性
格
が
い
ぐ
ら
か
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
ご
と
は
、
ウ
ガ
リ
ト
王
国
の
土
地
制
度

の
解
明
に
一
つ
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
五
巻
四
号
　
一
九
八
二
年
七
月

」
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は
　
じ
　
め
　
に

紀
元
前
＝
二
．
・
、
一
、
四
世
紀
に
北
シ
リ
ア
め
地
中
海
岸
に
栄
え
た
ウ
ガ
リ
ト
王
国
の
遣
丘
か
ら
、
木
動
産
め
売
買
や
交
換
、
王
に
よ
る
不
動
産

φ
付
与
を
記
し
た
多
数
の
ア
ッ
カ
ド
語
文
書
が
発
見
さ
れ
、
．
こ
れ
ら
は
王
国
の
政
治
・
経
済
・
社
会
の
諸
相
を
解
明
す
る
重
要
な
資
料
と
な
っ

て
き
た
。
一
方
、
ウ
ガ
リ
ト
語
め
ア
ル
ラ
ァ
ベ
ッ
ト
で
記
さ
れ
た
文
書
、
群
が
ら
は
、
主
に
よ
る
土
地
付
与
証
書
二
枚
め
他
に
、
一
◎
枚
余
り
・
の

土
地
リ
ス
ト
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
八
枚
に
熱
げ
身
と
い
う
語
が
耕
地
ま
た
は
ブ
ド
ウ
園
を
形
容
す
る
語
と
し
、
て
用
い
ら
れ
て
い

・
が
、
多
あ
研
究
書
・
の
・
耳
奎
か
ら
の
付
与
地
そ
の
も
の
を
指
す
と
考
え
て
い
・
。
し
か
し
呉
あ
内
容
を
欝
し
三
た
と
㈲

ζ
ろ
、
こ
う
し
た
同
一
視
は
適
当
で
な
い
よ
う
に
揮
わ
れ
る
。
他
方
、
細
身
を
小
作
地
と
み
な
す
考
え
も
提
出
さ
れ
、
て
い
る
b
そ
こ
、
で
こ
め
　
・
7
7



八
枚
の
¢
び
身
文
書
を
中
心
に
、
¢
び
身
と
は
何
か
を
追
究
し
、
ウ
．
ガ
リ
ト
王
国
の
土
地
制
度
の
一
側
面
を
解
明
す
る
手
が
か
り
を
得
た
い
と
思

、
つ
。

　
と
こ
ろ
で
ロ
σ
身
と
い
う
語
に
対
し
て
今
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
解
釈
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
最
初
に
テ
キ
ス
ト
を
公
刊
し
た
倣
％
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ヴ
ィ
ロ
ロ
堤
は
「
荒
地
・
休
耕
地
」
を
提
案
し
た
が
、
」
・
グ
レ
イ
は
こ
れ
を
退
け
、
ド
・
ラ
ン
グ
が
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ρ
び
9
巳
（
永
久
に
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

関
連
づ
け
た
解
釈
を
採
り
入
れ
て
、
　
「
永
久
封
土
」
と
す
る
説
を
発
表
し
た
。
C
・
H
・
ゴ
ー
ド
ン
も
「
荒
地
」
説
の
可
能
性
は
認
め
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

結
局
は
「
永
久
土
地
付
与
」
も
し
く
は
「
面
付
回
者
」
と
い
う
訳
を
与
え
て
い
る
。
A
・
F
・
レ
イ
ニ
ー
は
グ
レ
イ
説
を
採
っ
た
上
で
、
ヒ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

タ
イ
ト
語
の
q
℃
ρ
二
と
の
関
連
性
に
着
目
し
、
や
は
り
王
の
臣
下
に
割
当
て
ら
れ
る
土
地
、
．
9
①
建
。
げ
図
、
．
と
解
釈
し
た
。
M
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
解
釈
も
、
語
そ
の
も
の
の
意
味
に
つ
い
て
は
結
論
を
留
保
し
て
い
る
が
、
王
か
ら
の
付
与
地
と
み
な
す
点
で
は
変
わ
り
は
な
い
。
と
こ
ろ
が

J
・
ア
イ
ス
ト
ラ
イ
ト
ナ
ー
は
そ
の
「
ウ
ガ
リ
ト
語
辞
典
」
の
当
身
の
項
で
「
永
久
小
作
地
」
も
し
く
は
「
永
久
小
作
人
」
と
い
う
訳
を
示

し
て
い
る
。
彼
は
．
コ
ー
ド
ソ
と
グ
レ
イ
の
論
文
を
参
考
文
献
と
し
て
挙
げ
て
お
き
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
大
き
く
食
違
っ
た
解
釈
を
提
示
し
て

　
⑦
い
る
。
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
こ
の
結
論
を
ひ
き
出
し
た
の
か
、
説
明
が
な
い
た
め
全
く
理
解
で
き
な
い
が
、
償
び
疑
団
文
書
を
調
べ
て

い
く
中
で
当
然
現
れ
て
き
そ
う
な
解
釈
で
は
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
煽
げ
身
に
つ
い
て
は
「
荒
地
」
説
、
　
「
王
か
ら
の
付
与
地
」
説
、
　
「
永
久
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

作
地
」
説
の
三
通
り
の
解
釈
が
提
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
十
分
に
納
得
の
い
く
説
明
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
ロ
げ
身
の
語
の
現
れ
る
文
書
を
全
部
洗
い
出
し
て
q
び
身
と
は
何
か
を
追
究
す
る
こ
と
か
与
始
め
た
い
。
た
だ
多
く
の
場
合
q
σ
身
と
い
う

語
は
土
地
に
関
わ
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
爆
げ
身
の
語
そ
の
も
の
の
意
味
よ
り
も
む
し
ろ
、
煽
σ
身
と
い
う
語
に
よ
っ
て
形
容
さ
れ

る
土
地
が
分
析
の
対
象
と
な
る
。

　
①
　
O
戸
く
冒
9
一
〇
騨
召
9
、
、
い
¢
ω
p
o
β
〈
o
一
一
〇
転
け
p
三
〇
ヰ
㊦
ω
山
①
国
霧
ω
げ
ρ
ヨ
話
（
一
潔
Q
。
　
　
　
　
よ
う
だ
。
」
と
考
え
を
変
え
て
い
る
（
露
9
置
’
℃
・
お
b
。
）
。

　
　
ム
リ
）
、
．
・
硲
慢
賞
・
。
・
。
・
釜
る
・
．
噸
テ
キ
ス
ト
遅
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
．
濱
が
灘
ら
　
内
．
②
男
山
⑦
い
9
鵠
・
，
げ
①
』
馬
恥
。
魯
噌
。
馬
向
禍
乱
笥
＆
恥
惣
a
・
・
畑
憶
R
，
黒
八
憶
魯
馬
こ
馬
・
“
憶
防

　
　
さ
れ
た
土
地
を
指
す
こ
と
か
ら
。
し
が
し
後
に
同
じ
テ
キ
ス
ト
を
露
9
H
H
に
　
、
　
§
悪
。
蕎
§
こ
こ
・
ミ
§
寒
ξ
・
こ
・
設
ま
ぎ
疑
§
ミ
ミ
噂
謹
ρ
戸

　
　
刊
行
し
た
際
は
「
提
案
さ
れ
て
き
た
解
釈
は
ど
れ
も
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
　
　
　
　
　
℃
・
。
。
。
。
伊
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③
日
◆
O
茜
ざ
．
．
悔
①
義
民
｛
ω
雪
ぎ
φ
窓
臨
け
自
O
白
毫
ぐ
同
。
・
タ
。
押
、
．
N
」
ヨ
象
吻

　
お
認
噂
℃
■
竃
．
》
℃
Φ
モ
。
窪
銑
ゆ
。
盈

④
ρ
国
。
O
o
a
§
り
q
N
℃
■
。
。
お
．

⑤
　
》
潤
閑
巴
g
ざ
、
．
ω
0
9
巴
o
Q
茸
舞
ヨ
8
諜
8
0
賄
d
σ
q
p
ユ
ρ
、
．
切
弓
費
乙
⑦
凶
ω
9
曜
7

　
＜
霞
ω
律
ざ
℃
昼
U
二
H
O
①
b
。
”
喝
■
b
。
メ
彼
が
参
照
し
た
回
周
ユ
巴
ユ
。
げ
の
輻
－

　
馬
ミ
帖
S
騎
ミ
肥
薩
ミ
守
§
画
霞
①
置
巴
げ
ω
品
”
お
m
曵
は
手
許
に
な
い
が
、
こ
れ
を
書

　
評
し
た
鵜
．
○
母
霞
げ
o
o
π
に
よ
れ
ば
篇
旭
p
自
は
．
、
降
Φ
h
層
撤
露
伽
巴
ゴ
巳
山
ぎ
σ
q
（
～
）
．
．

　
で
あ
る
と
い
う
（
O
蓋
§
勲
〆
δ
㎝
N
や
。
。
m
O
）
。

　
　
な
お
、
キ
ュ
ル
テ
ペ
出
土
の
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
文
書
の
う
ち
三
枚
に
は
ロ
℃
費
鉱
㌣

　
旨
葺
が
登
場
す
る
。
L
・
マ
ト
ゥ
ー
シ
ュ
は
そ
の
中
の
「
家
」
の
売
買
記
録
で

　
あ
る
H
累
。
。
を
と
り
あ
げ
、
「
家
」
の
意
味
を
検
討
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
売
却
者

　
と
し
て
登
場
す
る
ロ
℃
ρ
試
≡
崔
ヨ
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
共
有
財
産
を
保
持
す
る

　
土
着
の
人
々
の
グ
ル
…
プ
と
み
な
し
、
後
の
ヒ
ッ
タ
イ
ト
時
代
に
お
け
る
ロ
娼
ρ
二

　
と
区
別
し
て
い
る
（
ダ
ン
海
髪
。
ロ
鰹
．
、
く
。
残
留
p
雲
量
ω
、
墨
髭
。
。
。
ω
．
一
口
H
〈
昌
風

　
塁
。
げ
囲
綬
。
。
”
、
．
箆
篭
ミ
竪
O
ミ
ミ
ミ
ミ
”
ら
“
閣
お
刈
ρ
℃
℃
．
も
。
⊆
。
る
㊤
）
。
　
一
方
1
・
M

　
・
デ
ィ
ヤ
コ
ノ
フ
は
こ
れ
を
毛
磨
ぎ
暑
ヨ
で
は
な
く
、
g
σ
豪
宕
二
日
と
読
み
、

　
フ
ル
リ
語
の
ρ
σ
勲
象
（
共
有
地
保
有
と
結
び
つ
い
た
義
務
を
指
す
と
い
う
）
の
所

尋
身
文
書
と
そ
の
形
式

　
有
形
容
詞
が
ア
ッ
カ
ド
語
化
さ
れ
た
も
の
で
ウ
ガ
リ
ト
の
♂
σ
器
一
言
に
対
応
す

　
る
と
考
え
て
い
る
（
囲
■
蜜
．
U
貯
渥
9
6
嶽
鴨
隔
ω
O
巳
㊦
図
O
旨
僧
井
ω
O
昌
目
α
Φ
o
Q
噛
噂
噂

　
臥
§
ミ
㊤
O
蔑
§
ミ
馬
ミ
”
直
刈
”
お
刈
P
唱
や
侮
O
l
琶
）
。
ウ
ガ
リ
ト
の
鐸
げ
飢
団
が
ヒ
ッ

　
タ
イ
ト
語
の
　
目
冨
郎
（
霞
．
囚
瞥
〇
二
器
ω
o
さ
客
歳
ミ
o
N
o
恥
驚
“
ミ
ぎ
ミ
詠
さ
§

　
憩
、
§
富
お
≦
δ
ω
σ
巴
Φ
P
お
＄
に
よ
れ
ぽ
島
ヤ
》
℃
鵠
－
（
送
っ
て
よ
こ
す
）

　
＋
み
（
汁
∀
）
か
ら
来
た
の
か
、
フ
ル
リ
語
の
償
げ
p
臼
起
源
か
ど
う
か
は
分
ら
な

．
い
。
ま
た
マ
ト
ゥ
ー
シ
ュ
の
H
窃
の
◎
。
解
釈
に
は
納
得
で
き
な
い
点
も
あ
る
の
で
、

　
本
稿
で
は
語
源
の
問
題
に
は
立
入
ら
な
い
。

⑥
簿
匿
①
洋
N
Φ
さ
§
馬
陶
ミ
ミ
G
§
ミ
、
§
ミ
電
§
さ
§
§
W
§
ミ
蝕
≦
δ
切
－

　
び
毘
o
p
お
刈
ρ
℃
や
雪
よ
ρ

⑦
r
い
≧
ω
窪
9
匿
。
5
嶺
翁
層
℃
．
。
。
・
．
U
窪
。
弓
跨
算
．
ま
た
は
、
U
き
。
愚
似
。
印
曾
．

　
と
訳
す
。

⑧
他
に
○
．
男
片
巳
臼
が
、
．
○
ω
。
・
鶏
毒
銭
〇
三
ω
ロ
σ
q
隣
働
。
・
6
一
鼠
ロ
σ
q
9
二
講
鼠
餐

　
＝
σ
畠
ざ
庸
ぴ
鳥
ざ
．
、
§
、
§
霧
島
肉
§
動
§
、
§
♪
H
頓
く
ρ
謡
8
コ
P
一
〇
2
魑
℃
や
。
。
ま

　
ム
㊤
を
発
表
し
、
儲
ぴ
畠
鴇
を
、
O
O
2
営
O
鳥
層
ま
た
は
．
畠
O
嵩
く
O
器
α
貯
ε
象
ω
℃
守

　
。
。
巴
．
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
が
上
述
の
箇
所
で
紹
介
し
て
い
る

　
が
、
筆
者
は
こ
の
論
文
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
。

　
巨
σ
α
罵
の
語
が
記
載
さ
れ
て
い
る
文
書
は
現
在
の
と
こ
ろ
一
〇
枚
発
見
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
の
う
ち
一
枚
（
．
二
毛
肛
囲
押
り
頓
）
は
オ
リ
ー
ブ
を
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
①

容
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
あ
と
一
枚
（
贈
～
9
銅
①
ご
は
冒
頭
の
部
分
が
欠
け
て
い
て
戸
8
身
が
ど
の
よ
う
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
②

の
か
分
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
語
が
は
っ
き
り
と
土
地
と
の
関
わ
り
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
文
書
は
八
枚
　
　
う
ち
七
枚
が
耕
地
（
＆
）
を
、

一
枚
が
ブ
ド
ウ
園
（
ξ
筥
）
を
形
容
　
　
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
似
9
自
σ
身
寿
ξ
ヨ
・
億
σ
α
団
と
い
う
よ
う
な
、
直
接
償
σ
α
鴇
が
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8）～19） 〔g］d，（PNi．）bd．PN2　　　　　13
20）21）～乞9） 〔Ub“〕y．mrim

k§d．P〕N1．bd．PN2　　　　　10
将軍のubdy

30） 〔ubdy．く〕§rm 「教師」～のubdy
31）ん葛4） 〔§d．PNユ．〕bd．PN2　　　　　6

r．5） 〔ub〕¢y．mri，iりτn tbirar瓢の将軍めubdy

Lq） 〔首〕dPN1．bdPN£　　　　　　1
r．7） こ廿〕bdy・重grm 門番のubdy
r．8） 〔§〕d．PN1．bd．PX2　　　　　　1

r．9）． 〔u〕bdア．きrm 歌手のubdア
r．10）～11） 〔§〕（1．PN1．bd．PN2　　　　　　　2

r．12） 〔u〕bdy．ngdm 羊飼のubdy
期13）

秩D14）～15）

〔tlt〕．§dm．d．n叱rb．gt．n亘k

k§〕d．PN1．bd．PN2　　　　　　5

gt、　npk　に入れられる3つの耕地

y46） 〔曲〕dy．七rrm trrm④のubdy
L17）～2ユ） 〔§d〕．（PN1．）bd．PN2　　　　　5

L22） 〔ubdy．md〕rξlm 〔md〕塘lm⑤のubdy
r．23）～24） 〔蓉d．PN1〕．bd．PN2　　　　　　2

若25） 〔ubdy．〕m塒m 屠殺人⑥のubdy
r．26） 〔首d．P〕N1．bd．PN2　　　　〔1P〕

乙edユ〉～4） 〔学d　　　　〕　　　　　5
κ7蒐α遜，7

ユ
） ubdy．tf加 trrmのubdy
2）～20＞． 首d．PN1ユ．PN2 （19件）

κ：rα4，692 1
）

ゆdy・y§与m y鱒m⑦のubdy
2）～7） §d．PNエ」．PN2⑧ （6件）

PRU，　V，　29　．　1　．　1．）

（KTCア；4，　631）　　　2，　3，7，　8；

　　　　　　　　　　10，　11，　12，

　　　　　　　　　　15，　18，　20）

　　　　　　　　　　6，　9，　14，

　　　　　　　　　　i6，　lz　21，

　　　　　　　　　　22，　23）

　　　　　　　　　　13，　19）

sPr．ubdy．art
gd．Pl　i．bd／LPN2．nl］lh＠

首d．PN．bd／玉．qrt⑩

gd．PN．bri．ahn．’dba

Ar七村のUbdy表

（10件）

）
）
偉ワー∩
乙

（
（

CTA，　83
（KTU，　4，　39；

．　U7．’，　85）

1）　lgd．ubdy　［
2）　一v　7）　lgd．PN　（

〕
〕 （6件）

PRU，　V，　31

．（KTU，　4，．　389）

3．，　4，　5，　8，1（

9，　10）　．

〕　蓉d．ubdy

・PRU，　II，　81 7
）

9
）

10）

krm．ubdy．bd．g　［　］

tlL．krm．ubdym：1．ililkt．b．tnmky

．　．tn．　krrrim．　w．　tlt．　ub［dy）

’nmky村で3っあubdシ
ブドウ園をヨ三妃に

2つのブドウ園と
3つのub〔dy　　〕
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ウガリト王国のubdyについて（近藤）

澄
や
ξ
巳
に
か
か
る
表
現
は
窮
9
H
回
し
鼠
な
ど
四
枚
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
残
り
四
枚
目
は
職
名
ま
た
は
村
名
が
ロ
げ
α
図
を
限
定
し

て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
四
枚
の
場
舎
も
挫
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
ロ
げ
身
が
あ
る
種
の
土
地
を
さ
し
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
疑

い
な
い
。
こ
の
八
枚
の
文
書
の
大
略
を
示
し
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。

　
欠
損
の
た
め
に
内
容
の
よ
く
治
め
な
い
鳴
肉
9
＜
》
ω
H
と
G
日
ダ
。
。
ω
を
除
い
て
、
　
こ
れ
ら
の
¢
び
身
文
書
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
各

州
α
（
耕
地
）
ま
た
は
ξ
讐
（
ブ
ド
ウ
園
）
が
第
三
者
の
手
に
渡
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
○
竈
”
。
。
ω
も
そ
の
可
能
性
を
十
分
持
っ
て

い
る
。
時
折
℃
多
が
記
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
受
取
る
側
が
村
だ
っ
た
り
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
あ
る
個
人
に
属
す
土
地
が
第
三

者
の
手
に
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
こ
の
場
合
℃
7
の
前
に
置
か
れ
る
語
が
ぴ
α
（
の
手
に
）
か
一
（
へ
）
か
の
違
い
は
全
く
関
係
な
い
。
こ
の
こ
と
は
G
謹
”
。
。
b
。
と
肉
S
9

心
為
を
比
較
対
照
す
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
囲
『
q
”
合
刈
の
葺
H
ヨ
の
昌
身
リ
ス
ト
は
○
謡
”
。
。
N
の
裏
面
一
六
行
目
か
ら
の
げ
頃
ヨ

の
五
件
の
ロ
ぴ
身
の
う
ち
の
四
件
と
重
な
る
か
、
も
し
く
は
非
常
に
関
連
性
が
強
い
が
、
映
8
9
膳
隔
の
一
に
対
し
G
設
”
G
。
邸
で
は
9
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
G
霞
》
Q
◎
b
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
罠
『
9
餅
圃

　
　
μ
ミ
）
　
〔
伽
α
〕
■
σ
戸
3
創
零
げ
伽
．
般
ヨ
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
δ
）
　
澄
■
び
罫
お
げ
団
●
一
σ
q
日
a

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
ぴ
μ
。
。
）
　
〔
簿
．
〕
σ
誉
白
。
団
づ
博
ψ
脅
α
Q
臼
乙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騙
）
　
窪
ピ
戸
薯
づ
鵠
ト
α
Q
ヨ
肖
食

　
　
押
這
）
　
〔
畿
〕
．
魯
団
団
げ
象
酵
旨
Ω
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
b
。
）
　
竃
ヒ
戸
9
Σ
．
署
邑
日
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
昌
b
⊃
O
）
　
〔
諏
£
g
σ
Q
叶
旨
乞
g
蓄
．
鷺
農
　
　
　
　
　
　
㎝
）
　
盆
9
9
毎
ヨ
．
こ
≦
吋
臼
叱
菩

　
¢
σ
身
文
書
は
見
出
し
に
続
け
て
巴
始
署
を
α
＼
一
頻
7
（
某
の
耕
地
を
某
へ
）
を
列
挙
す
る
形
式
で
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
て
、
ま

ず
、
9
身
地
が
第
三
者
の
手
に
渡
さ
れ
る
土
地
を
指
す
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
し
第
三
者
の
手
に
渡
さ
れ
た
土
地
が
全
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

自
げ
身
と
呼
ば
れ
た
の
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
土
地
リ
ス
ト
が
g
げ
身
文
書
以
外
に
も
見
つ
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
償
げ
山
矯
地
が
王
か
ら
の
付
与
地
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
確
か
に
王
か
ら
付
与
さ
れ
た
土
地
を
そ
の
中
に

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
筆
者
が
王
か
ら
の
付
与
地
と
判
断
し
た
根
拠
は
、
い
く
つ
か
の
q
び
身
文
書
で
職
種
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
分
け
が
な

さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
理
念
的
に
は
ウ
ガ
リ
ト
王
国
の
土
地
は
全
て
王
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
実
際
に
は
碍
ミ
ミ
偽
3
＜
”
H
①
O

に
見
る
よ
う
に
「
彼
ら
の
土
地
」
と
「
銀
で
入
手
し
た
土
地
」
、
「
王
が
与
え
た
土
地
」
の
区
別
が
存
在
し
て
い
た
。
一
方
土
地
付
与
文
書
に
よ

れ
ば
、
王
か
ら
の
土
地
付
与
に
特
定
の
職
務
の
賦
課
ハ
旦
ぎ
）
が
付
随
し
て
い
た
例
が
多
い
。
℃
渇
9
＜
押
ω
O
を
見
る
と
王
か
ら
家
・
耕
地

を
付
与
さ
れ
た
》
9
融
謹
が
「
商
人
職
の
賦
課
を
納
め
る
限
り
」
こ
れ
ら
を
没
収
さ
れ
な
い
と
保
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
王
か
ら
の

付
安
直
で
あ
れ
ば
職
種
ご
と
の
分
類
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
。
逆
に
「
銀
で
入
手
し
た
土
地
」
が
職
種
ご
と
に
リ
ス
ト
さ
れ
る
と
は
考
え
に
く

い
。
最
初
の
「
彼
ら
の
土
地
」
を
ど
う
定
義
す
る
か
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
も
し
王
の
支
配
を
受
け
な
い
私
有
地
で
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
職
種
ご
と
の
分
類
は
や
は
り
不
自
然
で
あ
る
。
○
設
”
。
。
卜
3
や
肉
『
9
倉
『
、
渓
目
9
野
①
露
に
職
種
ご
と
に
列
挙
さ
れ
た
に
げ
身
は

王
か
ら
の
付
与
地
だ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
こ
と
も
三
枚
の
文
書
に
あ
て
は
ま
る
だ
け
で
、
実
際
に
は
職
種
別
に
分
類

さ
れ
て
い
な
い
β
げ
身
文
書
の
方
が
多
い
。
口
げ
身
文
書
以
外
の
土
地
リ
ス
ト
中
に
職
業
に
言
及
し
た
も
の
が
一
枚
も
な
い
と
い
う
事
実
を
指

摘
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
全
魯
身
地
を
王
か
ら
の
付
与
地
と
結
論
す
る
根
拠
に
は
な
り
え
な
い
。
結
局
、
王
か
ら
の
付
与
地
も
含
ま
れ
て

い
た
と
言
う
だ
け
に
留
め
る
し
か
な
い
。

　
J
・
グ
レ
イ
や
C
・
H
・
ゴ
ー
ド
ン
、
A
・
F
・
レ
イ
ニ
ー
ら
は
質
σ
身
が
王
か
ら
付
与
さ
れ
た
封
土
そ
の
も
の
を
指
す
と
考
え
た
が
、
む

し
ろ
第
三
者
の
手
に
渡
さ
れ
る
と
い
う
点
に
注
目
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
¢
σ
身
の
中
に
王
か
ら
の
付
与
地
を
認
め
る
こ
と
は

で
き
る
が
、
全
て
と
は
断
言
で
き
な
い
し
、
王
か
ら
の
付
与
地
の
こ
と
を
呂
身
と
呼
ん
だ
と
い
う
証
拠
も
な
い
の
だ
か
ら
。
そ
れ
よ
り
も
ど

う
い
う
形
で
こ
れ
ら
の
土
地
が
第
三
者
に
渡
さ
れ
た
か
を
問
う
方
が
、
g
σ
α
）
、
の
理
解
の
早
道
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
践
め
冬
ψ
α
＼
一
℃
茎
の
列
挙
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
研
究
老
の
多
く
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
た
だ
一
人
M
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
が
王
か

ら
の
付
与
地
の
没
収
－
再
分
配
リ
ス
ト
で
あ
る
と
の
見
解
を
提
出
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
は
た
し
て
口
げ
身
文
書
を
没
収
－
再
分
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配
の
リ
ス
ト
と
み
な
せ
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
q
σ
身
は
耕
作
の
委
託
と
い
う
形
で
引
渡
さ
れ
て
い
た
と
理
解
す
る

の
が
最
も
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
と
は
い
え
耕
作
委
託
契
約
書
と
い
っ
た
よ
う
な
積
極
的
証
拠
は
何
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
ま

ず
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
の
没
収
一
再
分
配
を
検
討
し
た
上
で
、
最
も
よ
く
資
料
に
合
致
す
る
解
釈
と
し
て
耕
作
委
託
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

ウガリト王国のubdyについて（近藤）

①
　
「
ω
圃
O
菖
傷
の
ロ
σ
畠
の
オ
リ
ー
ブ
、
蜜
鐸
村
に
お
い
て
」
と
い
う
僅
か
四

　
行
の
メ
モ
。
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
は
㈹
三
七
〇
本
の
オ
リ
…
ブ
…
樹
ま
た
は
三
七
〇
単
位

　
の
オ
リ
ー
ブ
が
ソ
崔
犀
農
場
で
の
搾
油
の
た
め
に
受
領
さ
れ
た
か
、
㈲
こ
れ
ら
の

　
オ
リ
…
ブ
が
匿
箒
農
場
に
属
す
保
有
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
か
の
二
通
り
の
解

　
釈
が
可
能
だ
と
述
べ
て
い
る
（
崔
．
出
巴
欝
震
い
．
、
男
。
《
巴
国
o
o
ロ
。
団
団
貯
》
β
9
2
H
汁

　
d
σ
q
帥
二
け
、
．
讐
悶
●
e
首
畔
ω
臨
①
山
二
9
ミ
馬
§
ミ
　
冨
ミ
黛
恥
肉
8
さ
ミ
疑
§
妹
、
ミ

　
這
謡
職
§
縣
さ
ミ
両
ゑ
蝋
こ
く
。
一
口
咄
’
ぴ
鶏
く
貯
、
H
曾
ρ
や
ま
り
）
。

②
「
d
鰹
5
村
に
お
け
る
‘
σ
“
嘱
〔
〕
」
と
題
し
、
三
〇
人
ほ
ど
の
人
名
を
列
挙

　
し
て
い
る
。

③
σ
q
伸
に
つ
い
て
は
後
述
。

④
意
味
不
明
。

⑤
　
ゴ
ー
ド
ン
（
q
目
’
唱
■
蒔
Q
Q
一
）
や
ア
イ
ス
ト
ラ
イ
ト
ナ
ー
（
「
「
8
、
や
お
刈
）
、
ヌ

　
ー
ゲ
イ
ロ
ル
（
、
．
φ
瓢
。
匿
O
①
鈴
娼
鉱
諸
帥
O
σ
q
P
目
津
．
、
℃
寄
a
騨
爬
伊
一
〇
①
も
◎
り
℃
■
躍
O
c
）

　
ら
は
．
ヨ
α
巨
と
い
う
武
器
を
持
つ
兵
土
と
み
な
す
。
一
方
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
他

　
（
、
．
U
8
ω
o
N
一
品
①
ω
け
讐
気
道
く
。
嵩
≧
髪
型
q
コ
伍
α
σ
Q
費
搾
、
．
”
｝
δ
”
ω
、
お
0
伊

　
℃
．
お
。
。
）
は
こ
れ
を
退
け
、
ア
ッ
カ
ド
語
の
舅
霧
琶
コ
（
見
張
）
と
結
び
つ
け
て

　
警
備
の
任
務
を
帯
び
た
兵
士
と
考
え
て
い
る
。

⑥
ゴ
…
ド
ソ
（
q
8
℃
．
心
G
。
い
。
）
お
よ
び
ア
イ
ス
ト
ラ
イ
ト
ナ
ー
（
ミ
q
9
や
戸
。
。
5
。
）

　
に
よ
る
。
　
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
は
「
護
衛
兵
」
と
訳
す
（
．
、
Q
o
o
臥
巴
。
》
ω
℃
①
簿
。
鳥
窃

　
寓
。
①
フ
話
ω
o
謁
　
ぎ
d
α
q
霞
需
．
．
．
¢
．
囚
｝
Φ
瞬
贔
㊦
一
〇
（
ご
　
し
d
ミ
私
ミ
門
馬
鍵
簑
8
賦
ミ
馬
嵩

　
9
ミ
ミ
圃
ミ
§
砺
ミ
へ
§
ぎ
賢
譜
噺
．
蕩
斬
§
噛
お
録
、
℃
．
路
Φ
）
。

⑦
　
意
味
不
明
。
た
だ
し
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
は
「
伝
令
」
と
訳
す
（
．
．
菊
。
》
、
巴
U
o
円
筒
O
ρ
暮
ω

　
（
ゴ
詠
影
涛
）
鎗
乱
q
巳
汁
。
・
（
σ
q
梓
）
o
隔
嘗
。
殉
。
団
甘
心
。
。
富
け
。
一
昌
⇔
σ
q
母
障
、
”
噛

　
§
ト
b
ρ
＼
同
窓
8
や
ω
刈
）
。

⑧
　
八
行
目
以
下
は
七
人
の
）
、
菩
の
人
名
を
列
挙
。
こ
の
七
名
と
前
半
の
一
〇
名

　
に
重
複
す
る
も
の
な
し
。

⑨
三
二
は
「
真
田
人
」
と
訳
さ
れ
る
。

⑩
ρ
詳
は
村
。

⑪
こ
の
二
件
に
は
9
も
｝
も
な
い
。
…
三
行
鼠
を
O
戸
ヴ
ィ
ロ
ロ
ー
は
・
詮
．

　
騨
罠
ハ
げ
∀
（
V
）
．
二
戸
、
〔
α
σ
〕
．
と
補
っ
て
い
δ
。
ま
た
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
と
ゴ
ー
ド
ン

　
は
一
九
行
目
を
、
盆
旨
⇒
P
σ
9
碧
戸
．
α
げ
．
と
し
、
げ
轟
で
は
な
く
区
と
読
ん

　
で
い
る
。
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
は
p
諺
亀
、
α
σ
を
一
つ
の
人
名
と
し
、
彼
の
手
に
渡
さ
れ

　
た
と
考
え
た
が
、
葺
が
書
記
の
誤
り
で
な
い
な
ら
ば
こ
の
解
釈
は
成
立
た
な
い

　
（
§
馬
面
画
ミ
ミ
O
O
ミ
ミ
ミ
暁
ミ
鰍
壽
鼠
措
職
馬
ミ
8
§
、
蝕
℃
．
⑦
り
）
。
．
畠
σ
を
ゴ
ー
ド
ン

　
の
言
う
よ
う
に
．
p
σ
窺
Φ
馨
．
（
q
N
唱
。
幽
総
）
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず

　
れ
に
し
て
も
こ
の
二
件
は
例
外
的
事
例
で
あ
る
。

⑫
㎞
ρ
α
団
と
叶
ρ
σ
《
つ
ま
ヶ
d
ど
b
の
違
い
が
あ
る
が
、
書
記
の
誤
り
で
は
な
い

　
だ
ろ
う
か
。

⑬
q
8
。
。
o
o
は
ぎ
薫
と
読
み
、
O
鑓
℃
。
。
邸
の
コ
ピ
ー
も
菖
葦
と
見
え
る

　
が
、
開
8
9
野
H
O
ω
は
9
げ
《
騰
と
読
ん
で
い
る
。
F
・
グ
レ
ソ
ダ
…
ル
も
ρ
α
k
罵

　
を
と
っ
て
い
る
（
鳴
．
O
噌
α
昌
量
葺
b
鷺
霊
誘
。
嚇
§
ミ
黛
ミ
§
§
｝
・
§
ミ
恥
§
動

　
£
ミ
鈍
図
。
ヨ
。
層
6
爵
噛
や
Q
。
㊦
．
．
筈
一
審
σ
霧
・
・
Φ
話
U
o
誓
轟
隷
「
剛
（
σ
《
団

　
〔
q
同
、
8
①
碁
G
。
O
O
－
閑
㎝
巳
b
。
O
〕
．
）
。

⑭
　
一
σ
＼
毛
鼠
－
は
フ
ル
リ
語
で
「
王
、
主
人
」
を
表
す
と
い
う
。
　
錦
O
同
α
＝
α
巴
鈍
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一
げ
錠
噛
唱
・
b
。
鍾
・

⑱
　
匡
げ
畠
）
・
文
書
以
外
で
挫
．
℃
諸
．
σ
島
＼
一
．
℃
諮
を
列
挙
し
た
文
警
は
露
9
＜
層

　
卜
⊃
c
。
と
露
9
＜
縛
Q
。
P
雪
膚
白
く
讐
Q
。
O
の
三
枚
で
あ
り
、
そ
れ
に
霧
9
目
押

　
一
8
の
一
七
行
自
か
ら
二
〇
行
目
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た

、
葡
9
ノ
、
噛
Φ
O
に
は
綴
．
ぴ
P
℃
瓢
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
露
9
＜
噛
。
。
O
と

蛸
9
＜
℃
8
の
場
合
は
欠
損
の
状
態
か
ら
み
て
、
も
と
も
と
銘
げ
∂
、
の
語
が

漁
嗣
か
れ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
ろ
が
、
、
沁
9
＜
層
○
◎
O
や
露
9

目
野
δ
b
。
に
は
、
そ
し
て
恐
ら
く
寓
9
＜
辱
b
。
。
。
に
も
、
そ
の
可
能
性
は
な
い
。
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二
　
没
収
1
再
分
配
説

　
初
め
に
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
の
見
解
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
彼
に
よ
れ
ぽ
ウ
ガ
リ
ト
の
土
地
は
村
落
共
同
体
の
土
地
（
8
ヨ
ヨ
ロ
巳
な
占
断
＆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
王
の
土
地
（
門
。
団
巴
冠
巳
）
に
分
け
ら
れ
、
後
者
は
さ
ら
に
王
領
地
（
8
団
巴
①
霧
彗
①
）
で
あ
る
σ
q
け
と
、
σ
誌
・
ヨ
涛
の
一
部
に
奉
仕
の
見
返

り
と
し
て
分
配
さ
れ
る
条
件
付
保
有
地
で
あ
を
び
身
と
に
分
け
ら
れ
る
と
い
袖
そ
し
て
≧
村
の
昏
身
リ
条
で
あ
る
譜
9
メ

N
り
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
は
王
宮
の
職
務
に
奉
仕
す
る
人
々
へ
の
王
の
領
地
（
8
饗
【
冨
巳
h
口
音
）
の
再
分
配
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
と
み
な
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

こ
れ
ら
の
土
地
は
あ
る
特
定
の
人
々
か
ら
没
収
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
さ
て
再
分
配
説
に
対
す
る
疑
問
点
は
五
つ
あ
る
が
、
そ
の
第
一
は
、
職
種
別
に
離
ぴ
身
地
を
列
挙
し
た
文
書
の
中
で
見
出
し
と
は
異
な
る
職

種
の
者
に
土
地
が
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
同
）
　
¢
び
α
界
ヨ
畠
ヨ

　
　
ω
）
　
窪
9
匿
．
）
、
鐙
．
盲
駆

ω
O
）
　
〔
呂
伽
メ
．
〕
警
露

§
蒔
）
　
〔
簿
・
げ
9
〕
巴
9
も
ω
一
一
①
“

G
爵
’
c
。
b
。
に
は
、

　
　
（
「
対
＞
」
㊦
β
σ
∂
、
）

9　の　の

戸
卜
⊃
㎝
）
　
〔
害
∂
・
〕
ヨ
班
ヨ

（
・
：
…
U
汁
H
㊦
く
“
串
冒
）

（「

熕
W
」
㊦
昏
∂
・
）

（
：
：
：
函
“
贈
儒
晒
澗
　
一
二
げ
団
　
巾
臼
i
①
）

（
姻
蝉
＞
e
¢
び
ロ
鴫
）



ウガリト王濁のubdyについて（近藤）

　
塁
b
⊃
①
）
　
〔
鋒
σ
冒
ゑ
〕
麩
．
巨
ゆ
犠
⇔
．
嘗
伽
μ
　
　
　
（
…
…
醤
H
㊦
豪
州
a
一
）

と
あ
り
、
ま
た
霞
H
9
の
。
σ
α
《
リ
ス
ト
の
麟
円
9
喪
刈
に
も

　
　
㎝
）
　
窪
．
9
．
σ
q
讐
二
■
写
呂
鴨
．
）
、
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
…
く
菩
㊦
緊
．
胤
吋
π
）

　
　
　
　
　
　
④

乏
記
さ
れ
て
い
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
耕
地
が
日
伽
（
「
友
人
」
）
や
．
玲
（
「
教
師
」
）
た
ち
か
ら
没
収
さ
れ
て
、
ザ
法
（
大
工
）
や
℃
。
。
一
（
彫
刻
師
）

ら
に
「
再
付
与
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
ロ
げ
α
累
ザ
滋
B
や
¢
げ
身
も
ω
巨
と
い
っ
た
項
に
載
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
前
の
被
付
与
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
職
種
ご
と
に
分
類
し
て
も
何
の
意
味
も
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
、
あ
る
特
定
の
地
区
は
あ
る
特
定
の
職
種
の
者
に
付
与
さ
れ
る
規
定
が
あ
っ
た
が
、
」
時
的
に
他
の
職
種
の
者
に
付
与
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
い
う
解
釈
も
成
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。
　
し
か
し
ウ
ガ
リ
ト
文
書
中
に
そ
う
し
た
実
例
は
な
い
。
逆
に
贈
9
H
團
押
一
①
・
H
畠
と
℃
特
9

招
押
窃
・
く
の
二
枚
に
記
さ
れ
て
い
る
目
償
燭
℃
蔓
睾
鶴
な
る
者
の
例
を
見
る
と
、
こ
の
解
釈
の
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。
℃
鵠
9
目
囲
押

H
g
H
合
に
よ
れ
ば
諺
甚
巴
9
王
が
彼
に
b
d
冒
亡
暮
け
養
田
轟
の
家
・
耕
地
を
付
与
し
、
皮
年
紀
の
職
務
を
果
た
す
よ
う
命
じ
た
が
、
　
】
方

身
9
目
鯉
H
切
●
く
に
よ
れ
ぽ
、
次
の
乞
β
ヨ
。
嚇
王
が
同
じ
家
・
耕
地
を
再
度
彼
に
付
与
し
な
が
ら
、
皮
靱
職
を
は
ず
し
N
諺
O
．
い
¢
自
職

　
　
　
　
　
⑦

に
任
じ
て
い
る
。
少
く
と
も
こ
の
日
竜
営
饗
凄
に
付
与
さ
れ
た
土
地
は
特
定
の
職
種
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。

　
第
二
の
疑
問
点
は
℃
沁
9
＜
”
b
。
り
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
r
諺
洋
村
の
彊
σ
身
リ
ス
ト
で
、
計
二
十
人
の
耕
地
を
そ
れ
ぞ
れ
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
、

三
者
に
渡
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
が
、
受
取
っ
た
側
は
二
〇
件
中
七
件
（
も
し
く
は
八
件
）
ま
で
村
（
鵜
什
）
で
あ
る
。
没
収
一
再
分
配
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

を
と
る
な
ら
、
以
前
に
王
が
付
与
し
た
土
地
が
被
付
与
者
か
ら
取
上
げ
ら
れ
、
村
に
再
分
配
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
一
体
ど

う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
現
在
残
さ
れ
て
い
る
王
か
ら
の
土
地
付
与
文
書
中
に
そ
う
し
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
ヘ
ル
ツ

ェ
ル
は
、
　
「
土
地
は
依
然
と
し
て
王
の
も
の
で
あ
っ
て
再
分
配
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
る
」
が
、
　
「
村
落
共
同
体
の
当
局
が
こ
れ
を
管
理
す
る

と
み
な
す
こ
と
が
よ
り
現
実
的
で
あ
ろ
う
、
」
と
考
え
、
さ
ら
に
「
こ
れ
ら
の
耕
地
か
ら
の
収
穫
を
国
庫
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

可
能
性
も
あ
る
。
篇
と
述
べ
て
い
る
。
　
つ
ま
り
土
地
は
村
に
再
分
配
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
一
時
的
に
預
け
ら
れ
た
わ
け
で
、
村
に
は
耕
作
が
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任
さ
れ
た
だ
け
と
い
う
解
釈
だ
と
受
取
れ
る
。
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
は
将
来
こ
れ
ら
の
土
地
が
再
分
配
さ
れ
る
こ
と
を
予
想
し
て
再
分
配
ジ
ス
ト
と
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

心
し
た
よ
う
だ
が
、
い
つ
行
わ
れ
る
か
分
ら
な
い
再
分
配
を
問
題
に
す
る
よ
り
も
、
現
在
こ
れ
ら
の
土
地
が
村
の
耕
作
に
任
さ
れ
て
い
る
だ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

う
と
の
判
断
を
煮
つ
め
て
い
く
方
が
現
実
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
他
の
¢
び
身
文
書
に
「
村
へ
」
と
い
う
表
現
が
一
度
も
見
ら
れ
な
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

も
後
者
を
支
持
し
て
い
る
。
と
も
か
く
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
は
個
人
に
割
当
て
ら
れ
た
土
地
は
再
分
配
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
村
へ
と
指
定
さ
れ
た
土
地

は
再
分
配
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
だ
が
こ
の
よ
う
に
半
数
近
く
を
特
別
扱
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
解
釈
に
説
得
力
が
あ
る
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

ろ
う
か
。
む
し
ろ
彼
が
補
足
の
つ
も
り
で
想
定
し
た
状
況
、
す
な
わ
ち
村
へ
の
耕
作
の
委
託
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
の
疑
問
は
G
設
層
。
。
ρ
具
δ
）
と
肉
『
9
合
メ
話
）
の
比
較
対
照
か
ら
生
じ
て
く
る
。
八
一
ペ
ー
ジ
の
表
に
示
し
た
よ
う
に
○
円
2

c。

m
で
は
》
σ
団
団
の
耕
地
が
、
滴
園
、
9
合
刈
で
は
b
d
戸
瞬
げ
団
の
耕
地
が
H
σ
＼
惑
門
旨
α
に
渡
さ
れ
て
い
る
。
二
枚
の
文
書
の
間
に
ど
れ
ほ
ど
の

時
間
の
隔
た
り
が
あ
る
か
は
分
ら
な
い
が
、
表
か
ら
両
者
の
内
容
の
一
致
は
明
ら
か
で
あ
り
、
鉾
H
ヨ
の
q
σ
身
で
あ
る
｝
げ
曳
嘱
の
耕
地
と

同
じ
く
げ
ほ
ヨ
の
目
げ
α
《
で
あ
る
切
野
ρ
げ
図
の
耕
地
は
同
じ
も
の
で
、
じ
d
戸
ρ
σ
図
は
｝
び
畷
累
の
子
に
違
い
な
い
。
で
は
、
も
し
諺
げ
唄
）
、
の

土
地
が
没
収
さ
れ
て
H
σ
＼
≦
目
巳
O
に
再
分
配
さ
れ
て
い
た
な
ら
、
ど
う
し
て
そ
の
子
の
b
d
戸
ゆ
げ
嘱
か
ら
再
度
没
収
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
第
四
は
土
地
付
与
文
書
に
頻
出
す
る
家
や
（
び
需
）
象
ヨ
2
（
（
国
）
諺
箔
N
鋭
丙
〉
渕
、
倉
庫
P
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
q
げ
α
畷
文
書
に
は
一
度
も
現
れ
な
い
こ
と
で

あ
る
。
も
し
償
ぴ
身
が
新
し
い
被
付
与
者
へ
の
再
分
配
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
文
書
中
に
家
（
σ
け
）
や
（
σ
δ
蝕
ヨ
窪
に
あ
た
る
σ
q
吋
が

記
載
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
ウ
ガ
リ
ト
語
で
書
か
れ
た
土
地
付
与
文
書
は
二
枚
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
σ
q
げ
（
℃
肉
9
員
。
。
・

『
）
）
や
家
　
（
げ
け
）
（
㌔
肉
9
月
P
㎝
）
）
は
す
ぐ
見
つ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
王
か
ら
の
土
地
付
与
に
家
や
（
耳
）
臼
ヨ
ε
が
含
ま
れ
な
い
場
合
も
多

い
。
し
か
し
仁
げ
身
文
書
中
に
こ
れ
ら
が
一
度
も
現
れ
な
い
と
す
れ
ぼ
再
分
配
と
は
み
な
せ
な
い
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
℃
肉
9
算
日
O
心
に
対
す
る
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
の
解
釈
が
問
題
と
な
る
。
　
こ
の
文
書
は
H
日
車
白
．
村
に
あ
る
、
。
。
巨
職
の
手
に
任
さ
れ

た
一
七
人
の
嘗
σ
α
団
地
の
リ
ス
ト
で
、
う
ち
一
二
人
の
耕
地
が
℃
ヨ
農
場
（
σ
q
仲
．
℃
旨
）
に
、
残
り
五
人
の
耕
地
が
駕
N
言
農
場
（
α
q
叶
暮
N
p
づ
）

に
配
属
さ
れ
て
い
た
。
後
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
こ
れ
ら
の
σ
Q
げ
は
王
の
農
場
で
あ
っ
て
、
一
七
件
の
鴬
び
鳥
朝
地
は
ω
囲
臼
職
の
手
を
介
し
て
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王
の
農
場
で
管
理
さ
れ
て
い
た
と
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
も
条
件
付
保
有
地
の
う
ち
で
σ
q
け
に
所
属
さ
せ
ら
れ
た
も
の
の
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
没
収
や
再
分
配
に
類
す
る
こ
と
は
；
口
も
述
べ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
要
す
る
に
没
収
一
再
分
配
と
い
う
解
釈
に
は
、
O
見
出
し
と
異
な
る
職
種
の
者
や
、
◎
、
村
へ
渡
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
⇔
、
G
宝
堵
。
。
じ
。
の

》
σ
蜜
蜜
の
耕
地
は
没
収
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
鱒
、
家
や
（
σ
欝
）
9
ヨ
ε
が
～
度
も
現
れ
な
い
。
㈲
㌔
肉
9
H
押
回
O
心
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
、

と
い
っ
た
五
つ
の
疑
問
点
が
あ
り
、
二
ぴ
身
の
解
釈
と
し
て
は
不
適
妾
で
あ
る
と
結
論
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

①
　
「
王
の
人
々
」
と
い
う
意
味
。
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
は
王
の
セ
ク
タ
ー
に
属
す
人
々
を

　
指
す
包
括
的
な
用
語
と
み
な
し
、
ぴ
轟
．
気
欝
と
村
落
共
苗
字
の
人
々
と
い
う
区

　
分
を
主
張
す
る
が
、
必
ず
し
も
こ
の
分
け
方
は
適
切
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

②
　
護
■
頃
慢
言
Φ
5
、
．
℃
δ
乞
㊦
日
。
α
o
暁
仲
7
㊦
Q
り
0
9
巴
国
一
ω
8
寸
感
。
暁
ω
楼
ユ
p
貯
些
。

　
い
暮
①
切
δ
目
N
o
＞
σ
q
⑦
二
魑
ぎ
徴
．
U
貯
①
雷
艮
。
仙
こ
ト
a
亀
蕊
a
籠
、
馬
§
．
§
ミ
？

　
§
Q
嘘
男
。
ヨ
2
お
①
P
唱
℃
■
鍵
ム
◎

③
置
Φ
ヨ
ニ
↓
曹
謁
ミ
ミ
O
§
§
噛
§
財
疑
随
§
き
§
§
W
爵
ミ
鐘
℃
や
雪
1
①
ρ

④
　
G
霞
讐
。
。
卜
。
の
右
書
は
か
な
り
欠
け
て
い
る
が
四
行
目
の
〔
傭
伍
〕
慧
ヨ
．
鋒

　
（
歌
手
の
〔
　
〕
駄
ヨ
）
も
恐
ら
く
こ
の
例
で
あ
ろ
う
。

⑤
　
詮
殉
7
ぴ
畠
＼
一
．
℃
7
の
う
ち
の
憎
7
の
職
種
に
従
っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
こ

　
と
を
確
認
す
る
た
め
、
各
人
名
が
口
σ
身
文
書
の
時
と
同
じ
職
種
の
者
と
し
て
記

　
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
探
し
た
と
こ
ろ
、

　
　
0
8
♪
。
。
邸

　
唖
）
　
骨
び
〕
伽
団
二
男
＝
罠

　
㊤
）
　
〔
鐙
9
げ
戸
冠
ぞ
楓

嵩
）
　
〔
鐙
〕
．
ぴ
戸
夏
N
昌

罫
Φ
）
　
〔
無
げ
◎
≠
警
ヨ

μ
一
〇
）
腺
〕
9
げ
戸
管
ヨ
ぎ

群
¢
）
〔
《
し
薩
〕
9
σ
戸
貸
日
一
p
叶
昌

O
呪
〉
　
一
一
ω

　
　
℃

押
μ
）
ヨ
蔓
昌
〔
ヨ
〕

H
同
押
蒔
）
ゴ
護
ぞ
鴫

H
．
一
〇
）
σ
三
訂
N
昌

O
帰
〉
噂
。
。
α

押
ド
O
）
　
警
臣

押
誌
）
〔
び
∀
■
管
ヨ
ぎ

　
の
三
名
が
確
認
さ
れ
た
。
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、
勺
静
に
つ
し
て
当
該
グ
ル

　
…
プ
の
職
種
と
異
な
る
職
名
が
付
さ
れ
る
例
が
四
例
あ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る

　
と
、
》
名
β
の
職
種
ご
と
に
分
類
さ
れ
て
い
る
と
結
論
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

⑥
バ
ビ
ロ
ン
第
一
王
朝
の
ハ
ソ
ム
ラ
ビ
王
の
側
近
が
ラ
ル
サ
の
長
官
に
与
え
た
手

　
紙
（
↓
O
卜
刈
m
O
　
　
　
顎
　
　
　
　
曽
）
は
、
鍛
冶
職
人
た
ち
の
耕
地
の
中
に
｝
人
の
料
理
人
の
割
当

　
地
が
あ
る
が
、
、
鍛
冶
職
人
た
ち
が
．
「
我
々
の
耕
地
」
で
あ
る
と
言
お
う
と
こ
の
耕

　
地
は
こ
の
料
理
人
に
保
持
さ
れ
る
べ
き
だ
と
指
図
し
て
い
る
。
　
9
冨
・
号
回

　
響
一
博
。
。
噛
這
㍗
登
ミ
ミ
馬
§
ミ
憩
ミ
ミ
凄
さ
§
§
肺
§
砺
愚
ミ
§
ぎ
3
℃
げ
＝
巴
①
首
三
費

　
同
O
♂
り
や
一
①
●

⑦
　
》
誉
巴
げ
瓢
王
の
治
世
は
短
く
、
ヒ
ッ
タ
イ
ト
大
王
へ
の
反
抗
の
た
め
廃
位
さ

　
れ
、
兄
弟
の
客
5
ヨ
。
踊
扇
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お

　
N
＞
Q
．
い
d
寓
の
意
味
は
不
明
。

⑧
蛸
9
〈
噂
悼
O
の
コ
ピ
ー
で
は
五
日
目
は
殆
ん
ど
読
め
ず
、
O
剴
ヴ
ィ
ロ
ロ
ー

　
は
囲
．
（
”
）
ρ
〔
…
〕
と
し
て
い
る
が
、
袋
↓
9
劇
’
＄
一
は
5
詳
と
読
ん
で
い
る
。

⑨
　
徴
．
属
①
岸
器
斜
↓
訂
箏
ミ
ミ
O
§
贈
§
帖
§
凡
ミ
§
8
こ
口
“
層
℃
．
①
ρ

⑩
．
G
試
O
は
伽
ぎ
ε
に
　
一
．
8
ぞ
霞
　
b
。
．
剛
。
「
二
訪
銭
費
。
9
。
　
。
。
’
巳
ω
叢
♀
の

　
三
つ
の
訳
を
与
え
、
（
＜
o
冥
Q
。
、
℃
．
H
瞳
Y
鼠
亀
S
は
8
焉
§
を
載
せ
、
テ
キ
ス

　
ト
を
刊
行
し
た
J
・
ヌ
ー
ゲ
イ
ロ
ル
は
．
、
＄
簿
巴
、
、
と
括
弧
つ
き
で
翻
訳
し
て
い

　
る
。
本
来
は
軍
事
的
な
塔
や
砦
を
指
し
た
も
の
ら
し
い
。
し
か
し
ウ
ガ
リ
ト
文
書
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で
は
大
抵
の
理
合
オ
リ
ー
ブ
や
ブ
ド
ウ
の
木
々
と
一
緒
に
付
与
・
売
買
さ
れ
て
お

　
り
、
　
「
耕
地
の
真
ん
中
の
象
導
江
」
（
竈
9
H
H
H
、
H
O
一
①
O
）
と
い
う
衷
現
も
あ

　
っ
て
、
農
業
に
関
係
の
あ
る
何
か
の
施
設
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
「
地
区
」

　
の
意
味
を
持
つ
用
例
も
鵠
9
H
目
押
H
①
■
b
。
Q
。
り
に
見
ら
れ
る
し
、
謬
ミ
ミ
ミ

　
く
魅
㊤
ゆ
…
リ
ロ
に
は
王
の
農
揚
と
考
え
ら
れ
る
寓
＆
一
ヨ
ε
が
い
く
つ
か
列
挙
さ
れ

　
て
い
る
。
そ
し
て
（
玄
φ
）
象
日
露
に
対
応
す
る
ウ
ガ
リ
ト
語
が
α
q
け
だ
が
、
σ
q
庁
に

　
つ
い
て
は
後
で
触
れ
る
。

⑪
　
と
こ
ろ
で
彼
は
．
、
図
。
畷
巴
U
①
℃
①
コ
山
き
室
（
全
縁
巨
涛
）
：
・
、
♂
旭
や
お
1
瞳

　
で
は
、
付
与
地
の
保
有
者
が
生
産
物
の
一
部
を
納
入
す
る
か
賦
役
を
果
た
す
べ
き

場
所
が
σ
q
伴
で
、
鱈
§
H
H
噛
H
象
は
そ
の
リ
ス
ト
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、

最
近
の
、
．
男
。
団
巴
瞬
8
コ
。
語
団
貯
》
ロ
9
魯
叶
⇔
σ
q
胃
病
．
．
”
℃
娼
・
ま
O
ム
刈
O
で
は
、

条
件
付
保
有
地
の
う
ち
で
α
q
け
に
所
属
さ
せ
ら
れ
た
も
の
の
リ
ス
ト
だ
と
述
べ
て

い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
を
言
い
換
え
た
だ
け
な
の
か
、
見
解
を
改
め
た
の
か
、

筆
者
に
は
よ
く
分
ら
な
い
。
　
「
所
属
さ
せ
る
」
と
か
「
結
び
つ
け
る
」
と
い
う
表

現
か
ら
は
、
ど
う
も
土
地
の
管
理
そ
の
も
の
が
σ
q
け
に
属
し
た
よ
う
な
印
象
を
受

け
る
が
。
な
お
G
慧
讐
。
。
b
。
．
罫
お
）
の
「
σ
q
仲
ヒ
℃
胃
に
入
れ
ら
れ
た
三
耕
地
」
に

つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
で
鱈
9
H
H
り
H
O
蒔
と
同
じ
扱
い
を
し
て
い
る
。
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三
　
耕
　
作
　
委
　
託

　
で
は
再
分
配
で
な
い
と
す
れ
ば
昏
身
は
ど
の
よ
う
な
形
で
第
三
者
の
手
に
渡
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
売
却
や
相
続
な
ど
に
よ

っ
て
も
と
の
保
有
者
が
そ
の
土
地
に
対
す
る
権
利
を
全
く
失
っ
て
し
ま
う
の
か
否
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
既
に
見
た
よ
う
に

O
R
鼠
”
G
。
b
。
で
H
ぼ
霞
O
に
渡
さ
れ
た
》
び
図
団
の
土
地
が
、
映
8
9
心
”
圃
で
は
跨
σ
《
図
の
子
の
切
戸
㊤
げ
団
の
土
地
と
し
て
H
≦
同
日
α
に
渡

さ
れ
て
い
た
。
巴
殉
属
ド
・
9
＞
℃
静
の
弼
7
は
依
然
と
し
て
土
地
の
保
有
権
を
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
上
述
し
た
よ
う

に
○
謹
”
c
。
じ
。
や
宍
8
9
軒
置
な
ど
の
職
種
別
昌
身
リ
ス
ト
で
は
本
来
の
保
有
者
の
職
種
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
。
℃
肉
9
＜
る
り
の
村
や
相
続
人
（
轟
注
）
へ
渡
さ
れ
た
事
例
を
見
れ
ば
、
売
却
や
相
続
の
可
能
性
が
な
い
こ
と
は
一
層
明
白
と
な
る
。
つ
ま

り
践
殉
墨
・
げ
α
＼
一
殉
ン
の
団
7
は
保
有
権
を
保
持
し
た
ま
ま
で
℃
7
に
耕
地
を
渡
し
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
¢
げ
身
を
耕
作
権
の
譲
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
考
え
る
以
外
に
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
と
こ
ろ
で
ウ
ガ
リ
ト
文
書
中
に
は
耕
作
の
委
託
に
直
接
触
れ
た
も
の
は
な
い
が
、
㌧
肉
9
＜
b
り
の
「
村
へ
」
と
い
う
表
現
は
村
人
に
耕
作

を
委
ね
た
ヒ
ッ
タ
イ
ト
法
典
の
第
一
書
板
第
四
〇
条
を
思
い
出
さ
せ
る
。
こ
の
条
文
の
解
釈
に
つ
い
て
は
ま
だ
一
致
し
た
見
解
が
得
ら
れ
て
い
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な
い
が
、
村
に
耕
作
を
任
せ
た
点
だ
け
は
殆
ん
ど
の
研
究
者
が
認
め
て
い
る
。
そ
こ
で
ヒ
ッ
タ
イ
ト
法
典
に
し
ば
ら
く
窩
を
移
し
、
ヒ
ッ
タ
イ

下
帝
国
で
は
王
か
ら
の
付
与
地
の
耕
作
が
村
を
含
む
第
三
者
に
委
ね
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
い
。

　
第
四
〇
条
に
は
「
も
し
臼
ω
甫
q
機
d
い
人
が
い
な
く
な
り
、
自
・
ミ
人
が
添
え
ら
れ
て
い
て
、
§
．
渓
、
人
が
『
こ
れ
は
私
の
。
拐
日
d
囚
d
r

　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

一一

ﾅ
私
の
鐙
移
譲
で
あ
る
』
と
言
い
、
自
分
に
Ω
H
ω
円
¢
囚
O
い
人
の
耕
地
を
封
印
す
る
な
ら
ば
、
臼
ω
円
¢
顕
d
い
を
持
ち
器
財
財
磐
を
果

　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
す
。
も
し
o
H
ω
6
d
囚
d
い
を
拒
む
な
ら
ば
『
Ω
H
ω
8
d
瀕
d
い
人
の
耕
地
は
滅
び
た
』
と
人
々
が
言
い
、
村
の
人
々
が
耕
す
。
も
し
王
が
捕
虜

を
与
え
る
な
ら
ば
、
人
々
は
彼
に
耕
地
を
与
え
、
彼
は
Ω
窃
日
φ
閑
d
い
人
と
な
る
。
」
と
あ
る
。

　
　
《
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
臼
ω
6
d
囚
ご
ピ
人
に
つ
い
て
は
「
兵
士
し
と
み
な
す
解
釈
も
あ
る
が
、
　
F
・
ゾ
ン
マ
ー
や
J
・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
、
　
A
・
ゲ
ッ
ツ
ェ
ら
は

「
職
人
・
工
人
」
と
み
な
し
、
さ
ら
に
ゾ
ン
マ
ー
と
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
デ
ー
ミ
ウ
ル
ゴ
イ
の
よ
う
に
も
っ
と
広
く
「
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《

階
級
」
を
示
す
と
考
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
が
い
な
く
な
り
、
彼
に
添
え
ら
れ
て
い
た
自
●
肉
N
人
も
Q
窃
日
C
囚
¢
い
（
恐
ら
く

o
H
ω
日
d
渓
q
い
人
の
義
務
）
を
拒
め
ば
村
人
が
そ
の
耕
地
を
耕
す
と
明
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
彼
が
こ
の
土
地
を
耕
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
し
か
も
王
が
捕
虜
を
送
っ
て
来
れ
ば
そ
の
捕
虜
に
こ
の
耕
地
を
渡
す
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
土
地
が
王
か
ら
の
付
与
地
で
あ
っ
た
こ
と
も

間
違
い
な
い
。
そ
の
こ
と
は
次
の
第
四
一
条
の
「
も
し
R
・
映
N
人
が
い
な
く
な
り
…
…
な
ら
ば
自
・
肉
N
人
の
耕
地
は
王
宮
で
取
り
…
…
。
」

か
ら
も
確
認
さ
れ
る
。
土
地
は
王
か
ら
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
被
付
与
者
は
自
■
ミ
入
で
あ
っ
て
Ω
H
ω
8
¢
渓
O
い
人
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
改
正
四
七
条
b
と
さ
れ
る
メ
×
×
＜
目
H
条
を
見
る
と
こ
の
確
信
は
一
層
強
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
も
し
誰
か
が
。
届
6
d
屠
d
い

人
の
耕
地
を
全
部
買
い
、
耕
地
の
持
主
が
滅
び
れ
ば
、
彼
に
対
し
て
王
が
定
め
る
澄
σ
σ
磐
を
果
た
す
。
そ
の
国
で
で
あ
れ
他
の
国
で
あ
れ
耕
地

の
持
主
が
生
き
て
い
る
か
、
耕
地
の
持
主
の
家
が
存
在
す
る
な
ら
ば
鋒
σ
特
旨
を
果
た
さ
な
い
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
結
局
Ω
笏
日
q
丙
¢
い

人
の
耕
地
を
買
う
と
い
う
こ
と
は
‘
そ
の
耕
作
権
を
買
う
に
過
ぎ
な
い
。
　
「
耕
地
の
持
主
」
は
別
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
。
そ
し
て
こ
の

「
耕
地
の
持
主
」
こ
そ
が
騒
卜
・
説
㌧
人
で
あ
っ
て
、
王
か
ら
土
地
付
与
を
受
け
た
者
と
し
て
生
き
て
い
る
限
り
、
も
し
く
は
彼
の
家
が
存
続
す

る
限
り
、
鐙
夢
9
⇔
と
い
う
義
務
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
鐙
げ
冨
に
を
負
う
の
は
「
耕
地
の
持
主
」
一
触
付
与
者
1
1
趨
．
』
q
人89　（563）



で
あ
っ
て
、
Ω
誘
日
q
図
φ
い
人
や
彼
か
ら
耕
作
権
を
買
っ
た
者
で
は
な
い
。
た
だ
第
四
一
条
に
「
も
し
§
．
映
N
人
が
い
な
く
な
り
、
自
．
需
N

人
と
し
て
添
え
ら
れ
て
い
て
、
o
滋
目
¢
囚
d
ぴ
が
『
こ
れ
は
私
の
○
議
↓
¢
丙
α
い
出
で
あ
り
私
の
鐙
ザ
冨
コ
で
あ
る
』
と
言
い
、
自
分
に
濠
・

二
人
の
耕
地
を
封
印
す
る
な
ら
ば
、
o
圓
ω
6
¢
汽
¢
い
を
持
ち
鐙
庭
口
も
果
た
す
。
も
し
鐙
げ
冨
謬
を
拒
む
な
ら
ば
§
．
ミ
人
の
耕
地
は

王
宮
で
取
り
鐙
σ
無
口
は
滅
び
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
．
肉
N
人
が
い
な
く
な
っ
た
時
だ
け
、
○
議
6
q
謝
d
い
人
が
当
該
の
土
地
の
保
有
者

と
な
る
道
が
開
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
王
が
山
烏
．
肉
秋
人
に
付
与
し
た
土
地
は
霞
ω
日
d
囚
d
ピ
に
耕
作
が
任
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
こ
と
、
○
二
日
d
囚
¢
い
人
が
欠
け
て
次
に
誰
か
が
任
じ
ら
れ
る
ま
で
の
間
は
村
が
預
っ
て
耕
作
す
る
と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
ヒ
ッ
タ
イ
ト
法
典
の
規
定
と
ウ
ガ
リ
ト
文
書
中
の
質
げ
身
の
取
扱
い
、
特
に
法
典
第
四
〇
条
の
村
人
へ
の
耕
作
委
託
と
、
葡
9

　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

く
鳩
b
。
り
の
「
村
へ
」
と
を
対
比
し
た
時
、
両
者
の
間
に
平
行
関
係
が
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
輩
σ
身
地
と
自
．
肉
N
人
に
属
し
な
が
ら
O
誘

日
d
瓢
d
ピ
人
に
よ
っ
て
耕
さ
れ
る
耕
地
と
は
ほ
ぼ
同
じ
性
格
の
も
の
と
み
な
せ
る
。
ウ
ガ
リ
ト
王
国
は
ヒ
ヅ
タ
イ
ト
帝
国
に
臣
属
し
て
い
た
の

で
あ
る
か
ら
、
農
業
経
営
に
お
い
て
も
か
な
り
似
通
っ
た
状
況
が
あ
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
ヒ
ッ
タ
イ
ト
法
典
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
耕
作
の

委
託
と
い
う
形
で
村
や
個
人
に
任
さ
れ
る
土
地
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
と
す
れ
ぼ
、
挫
℃
7
・
げ
α
＼
ド
団
乞
わ
・
と
い
う
形
で
村

や
三
人
に
渡
さ
れ
て
い
る
昌
身
地
は
、
耕
作
の
委
託
の
た
め
に
渡
さ
れ
た
の
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
た
だ
第
三
者
に
耕
作
を
任
せ
る
と
言
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
第
三
者
は
ア
イ
ス
ト
ラ
イ
ト
ナ
ー
が
考
え
た
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

借
地
人
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
は
管
理
人
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
ヌ
ジ
の
げ
己
①
目
騨
郎
文
書
に
現
れ
る
よ
う
な
、
貸
金
を
無
利
子
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

す
る
か
わ
り
に
抵
当
の
土
地
を
期
間
中
使
用
す
る
債
権
者
と
い
う
可
能
性
も
浮
か
ん
で
く
る
。
具
体
的
な
条
件
に
触
れ
た
資
料
が
残
さ
れ
て
い

な
い
現
状
で
は
、
＆
身
に
　
応
の
定
義
を
与
え
る
に
し
て
も
あ
る
程
度
の
幅
を
持
た
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
耕
作
委
託
と
い
う
表
現
を
用
い

る
の
が
最
も
適
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
断
片
的
な
資
料
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
き
た
結
果
ハ
昏
身
地
は
耕
作
委
託
に
出
さ
れ
た
土
地
を
指
す
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
、

90　（564）



ウガリト王濁のubdyについて（近藤）

①
　
ま
ず
梢
続
人
が
被
梱
続
人
の
財
産
を
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

　
父
か
ら
子
へ
の
財
産
分
与
を
記
し
た
ア
ッ
カ
ド
語
の
証
書
が
数
枚
発
見
さ
れ
て
い

　
る
が
、
代
価
の
支
払
に
触
れ
た
も
の
は
一
枚
も
な
．
い
。
逆
に
相
続
だ
と
し
た
ら
、

　
へ
　
村
へ
渡
さ
れ
た
土
地
は
ど
う
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
「
℃
瓢
H
の
相
続
入

　
の
耕
地
勺
窯
腫
に
」
（
決
8
9
心
唖
“
．
　
H
ω
）
）
と
書
か
れ
た
事
例
も
あ
る
。
相
続
と
考

　
え
る
こ
と
も
適
当
で
は
な
い
。

②
　
こ
の
点
に
関
し
、
少
し
譜
ミ
ミ
ミ
．
＜
層
潜
．
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
残
念
な
が

．
ら
前
半
は
欠
け
て
い
る
が
、
図
器
ρ
冨
9
な
る
者
が
何
ら
か
の
形
で
土
地
を
入
手

　
し
た
ら
し
い
。
そ
し
て
も
し
誰
か
が
こ
の
土
地
を
奪
え
ば
彼
は
幻
餌
鐙
℃
ρ
σ
‘
に
罰

　
金
を
払
い
、
切
線
ρ
℃
9
σ
目
は
「
〔
耕
地
の
〕
持
主
の
｝
σ
巴
審
”
二
に
風
か
（
7
湾
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ

一
〔
篇
桟
－
吋
ρ
〕
）
」
と
あ
る
。
戻
る
と
は
ヌ
ー
ゲ
イ
ロ
ル
の
註
に
あ
る
よ
う
に
訴
え
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
と
を
意
味
す
る
が
、
　
「
耕
地
の
持
主
に
戻
る
」
と
い
う
表
現
は
他
の
土
地
売
買
文

　
書
に
は
な
い
。
も
し
ヌ
ー
ゲ
イ
ロ
ル
の
補
い
が
正
し
け
れ
ば
、
こ
こ
の
「
耕
地
の

　
持
主
」
は
本
来
の
保
有
者
で
、
図
器
ρ
喝
騨
σ
広
は
土
地
の
用
益
権
を
入
手
し
た
者
か

　
も
し
れ
．
な
い
。
．
ヌ
ー
ゲ
イ
ロ
ル
も
口
p
鐙
℃
ρ
σ
薩
が
こ
の
土
地
を
活
用
（
耕
作
ま

　
た
は
建
築
）
し
ょ
う
と
欲
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
（
§
ミ
ミ
§
＜
も
．
。
。
）
。

③
．
ヒ
ッ
タ
イ
ト
法
典
で
は
土
地
に
関
し
て
澄
σ
欝
訂
と
ぎ
N
試
の
二
種
類
の
義
務

　
が
規
定
さ
れ
て
．
い
た
。
こ
れ
ら
の
解
釈
に
つ
い
て
も
ま
だ
結
論
は
出
さ
れ
て
い
な

　
い
。
こ
こ
で
は
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
丸
冊
正
数
、
　
「
ヒ
ッ
タ
イ

　
ト
王
国
史
序
説
一
と
く
に
土
地
所
有
を
中
心
に
し
て
」
　
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
、
×
〈
．

　
属
ρ
押
δ
認
’
唱
や
ミ
鵡
。
。
を
参
照
さ
れ
た
い
。
特
に
四
九
頁
か
ら
五
八
頁
で
は

　
「
鐙
げ
1
7
雪
と
冴
N
旦
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
。

④
い
鳴
ユ
巴
頃
8
堂
b
暗
ぎ
導
ミ
防
ぎ
§
O
題
亀
慧
閣
卜
Φ
＆
o
斜
μ
り
忍
、
や
鱒
9

回．

D
〉
・
O
o
簿
N
。
・
．
．
§
μ
。
鵠
津
二
＄
U
㊤
蕊
、
、
．
匡
≧
朗
8
お
①
O
い
や
お
O
…
や

　
羅
鼠
5
『
鳶
ミ
§
・
卜
遷
・
「
い
。
猛
。
P
謹
押
℃
」
鍔
ま
た
古
く
は

　
開
・
団
P
び
ユ
O
ご
。
。
℃
．
．
↓
7
0
鎖
算
ぼ
梓
O
ω
冤
ω
審
ヨ
O
囲
．
U
P
冨
α
目
¢
コ
麟
お
貯
仲
7
④

　
u
り
ω
8
昌
O
竃
ε
g
コ
貯
3
ゆ
マ
ρ
（
ω
夢
ヴ
雪
磐
山
ピ
N
蕊
）
’
．
胤
誠
ミ
a
O
蔑
§
“
ミ
皆
層

　
メ
お
ト
。
N
℃
．
卜
。
謡
凸
全
て
村
人
が
耕
す
と
訳
し
て
い
る
。
た
だ
丸
田
氏
だ
け
は
「
そ

　
れ
を
（
H
“
四
プ
7
騨
コ
）
邑
に
あ
る
人
々
が
お
こ
な
い
つ
づ
け
る
」
と
訳
さ
れ
て
い
る

　
（
一
三
α
二
娼
．
凱
目
）
。

⑤
　
国
噛
緊
O
信
｛
巴
皇
ぎ
盈
二
℃
や
欝
1
一
も
。
．

⑥
即
Q
Q
o
ヨ
旨
霞
自
鳥
｝
勺
巴
冨
昌
ω
叶
。
5
b
鳶
ミ
き
ミ
防
罫
巴
§
ぎ
ミ
魯
詮

　
切
ミ
↓
薦
ミ
§
の
智
慧
臨
N
帖
N
（
卜
＆
§
、
噛
§
N
N
）
噛
諸
酵
コ
。
げ
o
P
H
㊤
ω
Q
。
”
渚
。
亨

　
縣
「
目
。
一
．
’
ド
リ
課
”
唱
や
＝
り
一
お
野
　
耳
遠
的
要
素
と
は
結
び
つ
か
ず
、
む
し
ろ
手
工

　
業
、
手
工
業
者
と
結
び
つ
く
こ
と
を
証
明
し
た
。
ま
た
あ
る
条
約
の
中
で
ヒ
ッ
タ

　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
イ
ト
の
。
笏
穴
Q
（
随
O
あ
↓
d
日
（
d
「
い
）
人
が
他
国
の
自
由
人
と
対
応
さ
せ
ら
れ
て
い

　
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
自
由
で
あ
っ
た
こ
と
を
特
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
は
こ
れ
を
受
入
れ
て
。
お
↓
q
内
α
い
人
を
．
穴
一
。
貯
窪
品
母
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
§
■
肉
N
人
を
．
い
象
Φ
p
ω
渇
μ
p
嵩
昌
、
と
訳
す
。
ゲ
ッ
ツ
ェ
は
。
　
㏄
↓
q
囚
6
い
人
を

　
、
。
『
巴
草
∋
巴
回
．
N
勢
宍
」
人
を
．
ω
o
。
ヨ
窪
．
と
訳
す
。
し
か
し
ノ
イ
フ
ェ
ル
ド

　
は
そ
れ
ぞ
れ
．
H
ざ
σ
q
c
ひ
導
p
昌
”
．
ω
9
象
鶏
、
と
訳
す
。

⑦
B
．
L
・
ア
イ
ケ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
甑
胤
①
弓
帥
註
取
引
の
性
格
は
ま
だ
明
確
に

　
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
（
》
ミ
§
ミ
惹
ミ
〉
ミ
暗
、
↓
書
霊
誘
§
ミ
§
§
§
ミ
“
楠
い

　
O
§
㌃
§
馬
ミ
蕊
無
動
さ
8
、
o
ミ
§
凡
§
甲
子
討
ミ
粛
ミ
勲
　
翼
9
喝
躍
騨
く
。
昌
p
膨
鳥

　
ゼ
。
⇒
O
。
憐
H
り
胡
、
や
り
．
）
　
七
か
も
、
．
土
地
の
用
益
権
が
債
権
者
へ
の
利
子
の
代

　
償
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
E
・
A
・
ス
パ
イ
ザ
ー
（
、
．
客
⑦
芝
囚
三
白
巳
（
U
o
8
ヨ
①
簿
。
・

　
蜀
。
冨
訟
”
σ
q
仲
。
o
っ
。
。
露
置
旧
賓
目
触
帥
ご
ω
p
o
臨
自
ω
．
、
▼
鳶
0
9
認
㍉
8
卜
⊃
噛
唱
笠
ω
窃
？
。
。
ま
）

ら
の
見
解
は
、
多
《
の
砺
究
者
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。
9
ρ
N
§
茜
具

　
、
．
コ
”
Φ
勺
「
M
8
0
h
鉱
り
Φ
濁
。
竃
ω
ε
。
什
窯
島
註
．
．
、
鳶
物
ミ
曽
b
。
b
。
．
お
胡
噛
℃
●
Q
。
■

⑧
　
も
っ
と
も
ウ
ガ
リ
ト
の
¢
げ
身
文
書
で
は
相
続
人
に
渡
さ
れ
て
い
た
り
、
か
な

　
り
地
位
の
高
い
ヨ
α
ヨ
（
「
友
人
」
）
の
土
地
が
大
工
に
渡
さ
れ
て
い
た
り
し
て
い

　
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ
の
可
能
性
は
あ
ま
り
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

（565）91



、
四
　
昌
身
・
の
行
わ
れ
た
理
由

92　（566）

　
償
σ
身
と
は
何
か
と
い
う
最
初
の
問
い
に
は
一
応
の
解
答
が
得
ら
れ
た
が
、
郎
σ
身
の
具
体
的
な
復
元
に
は
ほ
ど
遠
い
。
収
穫
物
の
分
配
等

の
諸
条
件
に
つ
い
て
は
解
明
の
糸
口
さ
え
掴
め
な
い
。
た
だ
期
間
に
つ
い
て
は
、
b
σ
団
団
の
。
げ
α
《
が
ゆ
戸
騨
σ
団
に
相
続
さ
れ
た
後
も
同
じ

ぎ
＼
を
H
桓
α
に
委
託
さ
れ
て
い
た
事
例
が
長
期
に
わ
た
る
委
託
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
他
の
揚
合
に
も
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か

と
な
る
と
何
も
言
え
な
い
。
一
方
僅
か
で
も
輪
郭
の
掴
め
る
も
の
も
あ
る
。
な
ぜ
仁
げ
身
が
行
わ
れ
た
の
か
、
ま
た
豊
富
を
引
受
け
た
側

に
は
ど
の
よ
う
な
人
々
が
い
た
か
、
以
下
、
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ま
ず
鐸
げ
身
が
行
わ
れ
た
理
由
を
考
え
て
み
よ
う
。
最
初
に
考
え
ら
れ
る
理
由
は
土
地
保
有
者
が
軍
務
や
王
宮
で
の
勤
務
等
で
忙
し
く
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

業
経
営
に
た
ず
さ
わ
る
時
間
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
こ
と
を
証
明
し
て
く
れ
る
材
料
は
な
い
。
他
方
土
地
付
与
文
書
に
よ

れ
ば
一
人
の
人
間
が
各
地
に
点
在
す
る
不
動
産
を
付
与
さ
れ
る
場
合
が
時
々
あ
る
。
例
え
ば
℃
肉
9
論
考
ド
O
・
】
ω
。
。
を
見
る
と
H
暮
Φ
鐙
σ
な

る
者
が
、

　
な
（
G
匿
G
昏
）
㊦
誉
π
猷
ぴ
麹
藻
圏

　
男
呂
び
き
郎
誉
宕
猷
ぴ
単
薔
尋
寒
自
一
諺
9
M
．
罵
野
薩
薗

　
仁
巳
量
晶
4
a
猷
ぴ
撃
諄

　
¢
罠
茸
㊦
三
舟
聾
醤
”
斗
唱
一
鴎
蓬
”
麺
蓬
圏
蒔

そ
の
他
所
在
地
の
記
さ
れ
て
い
な
い
多
数
の
不
動
産
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。
保
有
地
が
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
り
、
現
住
地
か
ら
遠
く
隔
た

っ
て
い
た
り
す
れ
ば
、
当
然
自
分
自
身
で
経
営
で
き
な
い
場
合
も
生
じ
て
こ
よ
う
。

　
㌔
涛
9
＜
堕
時
O
は
》
乱
塾
の
⊆
σ
O
《
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
が
、
実
は
耕
地
の
保
有
者
で
名
前
の
判
読
で
き
る
者
一
五
人
の
う
ち
三
人
も
し
く

は
四
人
は
こ
の
村
の
村
人
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
㌧
沁
9
H
卸
G
。
O
、
㌧
防
9
＜
嚇
置
、
そ
し
て
G
賦
郵
G
。
H
の
三
枚
の
文
書
か
ら
明
ら



ウガリト董國のubdyについて（近脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

か
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
八
名
、
一
一
名
、
一
〇
（
十
澤
）
名
の
人
物
の
所
属
す
る
村
、
家
族
構
成
、
保
有
す
る
家
畜
の
頭
数
を
リ
ス
ト
し
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
名
前
の
判
読
で
き
る
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
五
二
、
一
〇
名
、
合
名
で
、
そ
の
中
に
℃
図
q
”
＜
層
卜
。
Φ
と
共
通
す
る
人
名
が
四
つ
あ
る
。

　
　
㌧
需
9
＜
讐
b
O
¢
　
　
　
　
鱈
創
H
押
。
◎
O
　
　
　
　
　
　
℃
物
9
＜
’
き
　
　
　
　
　
　
　
O
δ
ト
。
◎
H

　
ω
）
　
9
暮
　
　
　
　
一
b
。
）
　
ω
～
苺
．
β
け
》
・
　
　
　
　
　
　
O
）
　
ω
～
岳
■
臼
貯
　
　
　
　
　
Q
。
）
　
ω
三
ど
臼
芝

　
圃
）
　
窪
昌
曾
　
　
　
嵩
）
　
醤
⇔
曾
．
覧
（
詳
．
白
団

　
。
。
）
　
斜
α
q
嘘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
。
一
）
　
お
鴇
〔
　
〕

　
一
〇
）
　
唱
ぎ
　
　
　
　
め
）
　
急
戸
〔
　
　
　
〕
　
　
　
。
。
）
　
℃
冒
鹸
∋
蔓

　
諺
σ
q
巻
に
つ
い
て
は
村
名
の
部
分
が
欠
け
て
い
る
が
、
ω
＼
Q
Q
≦
⇒
は
ρ
二
村
、
諺
峯
貸
は
厳
臼
．
ヨ
村
、
謹
⇔
は
励
起
q
村
の
村
人
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

り
、
〉
σ
q
唱
も
恐
ら
く
｝
冨
村
の
村
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
孝
心
や
団
ξ
一
ヨ
団
と
い
っ
た
関
係
形
容
詞
だ
け
か
ら
、
彼
ら
が
当

該
の
村
に
住
ん
で
い
た
と
結
論
す
る
の
は
早
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
。
事
実
ω
＼
⑩
≦
昌
に
つ
い
て
は
贈
9
＜
し
お
の
右
縁
に
ゅ
妻
鐸
臼
蔓

＼
び
・
㎝
巨
団
（
ρ
二
人
の
ω
宅
送
警
巡
団
に
）
と
あ
り
、
の
詳
村
で
は
な
く
α
巨
団
村
に
い
た
こ
と
が
分
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
逆
に

捌
の
村
に
滞
在
す
る
時
に
は
そ
の
旨
が
特
記
さ
れ
る
の
に
対
し
、
何
の
特
記
も
な
い
場
合
は
関
係
形
容
詞
で
示
さ
れ
る
村
に
住
ん
で
い
る
と
み

な
す
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ω
＼
ω
宅
昌
た
ち
が
》
漁
村
に
保
有
す
る
土
地
を
第
三
者
に
委
ね
た
の
は
、
彼
ら
が
》
博
村
に
あ
ま
り
来

る
こ
と
が
な
い
か
ら
だ
と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
も
彼
ら
は
小
規
模
な
が
ら
自
ら
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
た
。
ω
＼
ω
毛
嵩
は
幅
肉
9
H
押
。
。
O
に
よ
れ
ば
牛
二
頭
と
羊
三
〇
頭
を
、
勺
謁
9

〈
讐
置
に
よ
れ
ば
牛
一
頭
と
羊
四
四
頭
を
保
有
し
、
》
き
貸
は
牛
一
頭
と
羊
九
頭
を
保
有
し
て
い
る
。
牧
羊
だ
け
で
生
計
を
立
て
る
に
し
て

は
羊
の
頭
数
が
少
な
す
ぎ
る
。
牛
は
彼
ら
の
所
有
物
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
た
と
え
預
っ
て
い
た
の
だ
と
し
て
も
農
業
に
た
ず

さ
わ
ら
な
い
者
が
牛
を
飼
う
だ
ろ
う
か
。
羊
の
放
牧
は
少
年
に
任
せ
、
彼
ら
は
農
業
経
営
を
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
ら

が
諺
＃
村
に
保
有
す
る
耕
地
を
呂
身
に
出
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
彼
ら
の
農
業
経
営
の
場
所
は
》
洋
村
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
’
保
有
地

93’　（567）



が
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
り
、
現
在
地
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
た
り
し
て
自
ら
経
営
で
き
な
い
時
に
、
そ
の
土
地
を
轟
ぴ
身
と
し
た
の
で
あ
る
。

昌
α
唄
が
行
わ
れ
る
に
は
様
々
な
理
由
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
保
有
者
の
不
在
を
そ
の
第
一
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
　
§
押
N
露
に
よ
れ
ば
バ
ビ
ロ
ン
第
一
王
朝
の
誌
代
に
も
職
務
の
た
め
に
割

　
当
地
に
赴
く
こ
と
の
で
き
な
い
者
が
い
た
こ
と
が
分
る
。
〉
σ
篇
♪
く
ρ
ρ
霞
は
ラ
ル

　
サ
で
ニ
ブ
ル
の
耕
地
を
受
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
職
務
が
あ
っ
て
ラ
ル
サ
に

　
行
け
ず
、
割
当
が
執
行
さ
れ
ず
に
い
た
。
そ
こ
で
こ
の
手
紙
は
ラ
ル
サ
の
長
官
に

．
対
し
、
彼
を
行
か
せ
る
か
ら
す
ぐ
交
付
す
る
よ
う
に
、
そ
し
て
彼
は
「
必
要
と
さ

　
れ
る
人
物
」
だ
か
ら
引
留
め
て
は
な
ら
な
い
と
命
じ
て
い
る
。

②
と
は
い
え
妻
と
息
子
、
時
に
娘
と
婿
、
嫁
が
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
ヘ
ル

　
ツ
ェ
ル
は
成
人
の
み
の
リ
ス
ト
で
あ
る
と
言
い
、
徴
税
も
し
く
は
賦
役
の
徴
発
の

　
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
（
§
馬
肉
ミ
ミ
G
§
ミ
ミ
§
焼
土
：
二
や
○
◎
Q
Q
）
。

③
G
設
㌧
。
。
ド
は
肉
円
9
、
距
。
。
O
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と

　
㊤
σ
q
冤
口
の
後
に
t
の
字
が
読
め
る
と
い
う
。

94　（568）

五
　
昌
身
・
．
の
引
受
人
　
q
D

　
で
は
こ
う
し
た
q
げ
身
は
ど
の
よ
う
な
人
々
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
こ
の
間
仁
対
し
て
も
発
掘
さ
れ
た
文
書
は
十

分
な
解
答
を
与
え
て
く
れ
な
い
。
ζ
σ
身
地
の
保
有
者
に
関
し
て
は
職
種
ご
と
の
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
旨
蔓
ロ
（
戦
車
乗
戦
士
y
ら
態
頂
点
匙
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
王
宮
の
職
員
が
多
く
含
ま
れ
て
い
九
こ
乏
が
判
明
し
て
い
る
が
、
引
受
け
た
側
に
つ
い
て
は
職
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
寒
え
稀
で
、
r
大
抵
は
人

名
し
か
分
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
殆
ん
ど
何
も
情
報
が
な
い
わ
け
だ
が
、
時
々
特
徴
的
な
事
例
に
ぶ
つ
か
る
。
第
一
は
℃
沁
9
＜
℃
b
。
り
に
現
れ

る
昌
亘
（
相
続
人
）
で
あ
り
、
第
二
は
㌔
鴻
9
H
押
H
O
蔭
と
○
爵
噸
。
。
N
に
現
れ
る
王
の
農
場
（
σ
・
け
）
や
℃
需
9
H
押
G
。
同
の
王
妃
の
農
場
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
②
　
　
、

そ
し
て
第
三
が
℃
淘
9
＜
』
O
の
村
で
あ
る
。
村
へ
の
委
託
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
残
り
の
二
つ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
相
続
人
に
目
σ
身
が
渡
さ
れ
る
例
は
℃
肉
9
＜
”
N
り
だ
け
に
見
出
さ
れ
る
。
　
》
算
村
の
二
〇
件
の
q
げ
身
の
う
ち
一
〇
件
が
保
有
者
の

相
続
人
に
渡
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
こ
こ
に
登
場
す
る
一
〇
組
の
中
で
親
子
関
係
が
確
認
で
き
る
も
の
は
一
組
も
な
い
。
と
い
っ
て
口
甘
は

単
に
旨
身
地
の
引
受
人
を
意
味
す
る
語
で
は
な
い
。
G
設
v
。
。
ト
っ
の
ヨ
蔓
昌
ヨ
の
質
σ
身
の
項
に

　
賦
）
　
〔
ε
ρ
ゴ
ニ
潔
9
肖
・
σ
9
3
訂



　
這
）
　
〔
毛
〕
澄
ヒ
巨
劉
げ
含
菖
日
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
あ
り
、
ゆ
譜
』
碑
ヨ
同
の
昌
滅
の
耕
地
が
8
貯
ヨ
α
の
手
に
渡
さ
れ
て
い
る
。
で
は
誰
が
昌
乞
（
相
続
人
）
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
工
や
歌
手
な
ど
の
職
種
ご
と
に
人
名
を
列
挙
し
た
G
R
鼠
》
c
。
切
の
裏
面
右
欄
の
葺
旨
導
の
部
分
と
、
こ
れ
を
重
複
す
る
人
名
リ
ス
ト
℃
肉
9

　
　
④

ウガリト王醐のubdyについて（近藤）

＜
が
。
。
b
。
と
を
比
較
す
る
と
、

　
　
　
　
0
8
鼻
Q
◎
㎝
鱒
H
H

　
お
）
　
頃
筥
昌
ψ
戸
．
昌

　
卜
。
O
）
　
ξ
～
岳
b
琶
げ

　
b
。
H
）
　
け
9
b
浬
げ

　
明
ら
か
に
℃
肉
9
〈
押
。
。
凶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
き
の
子
で
兄
弟
で
あ
る
。
一

方
G
設
”
。
。
㎝
で
は
宍
窒
口
と
日
9
は
く
H
ヨ
昌
の
づ
鴬
と
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
こ
こ
の
⇔
覚
は
兄
弟
で
あ
っ
た
。
昌
乞
が
い
つ

も
兄
弟
を
指
し
た
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
兄
弟
が
一
議
と
な
り
え
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ウ
ガ
リ
ト
で
は
兄
弟
に
よ
る
分
割
相
続
が
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
て
い
た
が
平
等
に
分
割
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
兄
弟
の
誰
か
が
軍
務
等
に
赴
く
際
は
他
の
兄
弟
に
土
地
を
任
せ
る
の
が
便
利
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ろ
う
。
第
三
者
に
耕
作
を
任
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
身
内
の
者
に
委
託
す
る
ほ
う
が
よ
り
安
心
で
き
る
。

　
次
は
王
の
農
場
（
σ
q
け
）
に
β
げ
身
が
委
ね
ら
れ
る
場
合
を
検
討
す
る
が
、
そ
の
前
に
σ
q
け
と
は
何
か
を
確
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ゴ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ソ
や
ア
イ
ス
ト
ラ
イ
ト
ナ
ー
の
辞
典
で
は
ブ
ド
ウ
圧
搾
所
と
い
う
訳
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
確
か
に
σ
q
げ
ご
と
の
ブ
ド
ウ
酒
リ
ス
ト
も
発
見
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

れ
て
い
て
、
こ
う
し
た
施
設
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
だ
が
、
一
方
σ
q
け
は
多
く
の
人
員
や
家
蓄
、
農
具
な
ど
を
備
え
、
食
糧

　
⑩
支
給
も
行
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
ヘ
ル
ツ
ェ
ル
は
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
農
業
・
牧
畜
を
経
営
し
物
資
の
集
配
に
あ
た
る
王
の
農
場
、
王
の
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

済
セ
ン
タ
ー
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
た
王
の
農
場
は
ア
ヅ
カ
ド
語
文
書
の
中
に
も
（
耳
）
＆
日
ε
と
し
て
確
認
で
き
る
。
他
方
土
地

ど
う
も
こ
の
相
続
人
は
被
相
続
人
の
兄
弟
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
鰐
9
＜
押
。
。
卜
。

　
　
　
　
δ
）
　
高
甲
同
7
ヨ
ρ
出
β
7
謀
四
隅
目
Z

　
　
　
　
旨
）
　
昌
（
爵
宅
〔
8
（
叩
Y
昌
卜
占
囲
窯
冒
H
Z

　
　
　
　
昌
）
　
振
ρ
（
叩
Y
け
〔
①
〕
（
～
Y
頃
β
冒
一
白
三
H
瓢

　
　
　
　
日
。
）
・
冨
〔
び
Y
挙
曾
監
肘
き
一
二

の
く
霞
ぎ
ρ
衰
、
囚
昌
昌
勉
毒
、
o
り
舞
9
賓
の
三
人
は
く
ρ
σ
屋
含
と
と
も
に
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⑬

付
与
文
書
や
土
地
売
買
文
書
で
は
耕
地
に
付
随
し
て
個
入
に
譲
渡
さ
れ
る
多
数
の
（
ぴ
諜
）
腸
炎
貯
＼
σ
q
け
が
あ
っ
た
。
と
す
る
と
全
部
の
σ
q
け
を
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
農
場
と
み
な
し
う
る
か
ど
う
か
は
一
つ
の
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
⊆
σ
α
団
文
書
に
現
れ
る
σ
q
枠
は
い
ず
れ
も
王
の
農
場
だ
っ
た
よ
う
だ
。

　
魯
身
文
書
に
現
れ
る
σ
q
け
は
G
設
蝸
。
。
b
⊃
の
一
つ
と
℃
肉
9
H
卸
8
蒔
の
二
つ
で
あ
る
。
G
鍵
》
。
。
鱒
の
裏
面
に
は
、

　
這
）
　
〔
ε
9
団
曾
嵩
且
B

　
り
。
。
）
　
〔
仁
”
〕
■
幾
ヨ
◎
9
湿
、
目
σ
．
σ
q
戸
p
覧
内

と
記
さ
れ
、
羊
飼
の
五
つ
の
煽
σ
身
の
う
ち
三
つ
が
、
　
「
σ
q
什
b
℃
罵
に
入
れ
ら
れ
」
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
σ
q
戸
づ
℃
げ
は
σ
q
ρ
づ
σ
犀

と
か
⇒
げ
犀
3
（
Φ
ρ
一
5
づ
㌣
ρ
℃
」
〈
や
5
2
コ
甲
σ
㌘
崔
－
口
語
と
し
て
し
ば
し
ば
文
書
に
現
れ
る
が
、
王
の
農
場
で
あ
る
こ
と
は
㌔
謁
9
H
H
』
蒔
と

、
需
9
H
押
O
⑩
、
そ
し
て
鼻
ミ
、
ミ
§
”
＜
層
お
が
証
明
し
て
く
れ
る
。
㌔
涛
9
H
押
さ
。
心
は
｝
曾
〔
ゴ
〕
指
揮
下
の
げ
誌
●
3
一
〔
菖
（
王
の
人

々
）
の
リ
ス
ト
だ
が
、
二
人
の
大
工
が
ご
σ
円
山
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
認
9
目
”
Φ
O
は
「
囚
〔
〕
の
家
」
を
単
位
と
し
た
食
糧
支
給
表
で

あ
る
が
、
　
一
九
行
目
の
渓
H
霜
昌
と
い
う
者
だ
け
は
σ
Q
げ
b
び
犀
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
こ
こ
で
の
支
給
は
受
け
て
い
な
い
。
他
方
躍
ミ
ミ
ミ
”

＜
・
巳
は
神
話
テ
キ
ス
ト
と
呼
ば
れ
、
掴
饗
月
に
行
わ
れ
る
神
々
へ
の
献
納
を
リ
ス
ト
し
て
い
る
が
ロ
び
閃
B
の
羊
と
σ
q
鉾
差
響
の
羊
が
同
格

に
置
か
れ
て
い
る
。
σ
q
鉾
ヨ
騨
は
勿
論
「
王
の
σ
q
ご
だ
か
ら
、
σ
q
ρ
昌
び
＼
℃
閃
も
し
く
は
ロ
げ
げ
ヨ
が
王
の
農
場
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
も
う
一
枚
の
電
9
H
押
H
O
腿
に
は
σ
q
け
も
ヨ
と
σ
q
戸
ヨ
N
一
⇒
が
登
場
す
る
。
こ
れ
は
H
旨
旨
、
村
の
一
七
件
の
二
σ
身
地
リ
ス
ト
で
一
二

件
が
σ
q
け
も
讐
に
、
五
件
が
σ
q
四
望
N
ぼ
に
配
属
さ
れ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
σ
q
げ
も
露
の
記
載
は
他
に
見
あ
た
ら
な
い
が
、
σ
q
鉾
日
N
冒
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

、
肉
黛
H
押
9
の
最
初
の
行
に
現
れ
る
。
こ
れ
は
四
つ
の
σ
q
げ
に
計
二
一
人
を
配
し
た
り
ス
ト
だ
が
、
そ
れ
ら
の
σ
q
け
の
う
ち
⊆
B
と
α
Q
鉾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ヨ
ィ
げ
は
他
の
文
書
か
ら
王
の
農
場
で
あ
る
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
α
q
け
．
日
N
巨
も
、
そ
し
て
恐
ら
く
は
σ
q
け
も
ヨ
も
王
の
農

場
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
つ
ま
り
、
多
く
の
人
員
を
か
か
え
農
具
や
家
畜
を
備
え
た
農
業
生
産
の
単
位
で
あ
る
王
の
農
場
（
σ
q
け
）
が
ロ
げ
身
地
を
引
受
け
、
王
の
農
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
職
員
が
そ
の
耕
作
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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ウガリト王国のubdyについて（近藤）

　
M
・
エ
リ
ス
に
よ
れ
ば
古
．
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
に
も
王
か
ら
の
付
与
地
が
王
宮
の
職
員
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
王
か

ら
の
付
与
地
（
一
節
コ
地
）
の
中
で
被
付
与
者
が
自
ら
耕
作
し
な
い
も
の
は
貸
借
契
約
に
よ
っ
て
耕
作
者
（
。
鼠
診
）
に
委
ね
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を

実
際
に
耕
作
し
た
の
が
醸
悪
口
と
呼
ば
れ
る
国
家
の
職
員
で
、
収
穫
の
％
～
％
は
王
宮
に
納
入
さ
れ
残
り
が
被
付
与
者
に
『
俸
給
』
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
⑱

渡
さ
れ
る
と
い
う
。
ウ
ガ
リ
ト
の
場
合
、
収
穫
の
行
く
え
に
つ
い
て
は
一
切
分
ら
な
い
が
、
王
の
農
揚
に
耕
作
を
任
せ
た
点
は
非
常
に
似
通
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
王
の
農
場
に
委
ね
ら
れ
る
例
は
む
し
ろ
稀
で
、
G
設
u
。
。
b
。
に
つ
い
て
い
え
ば
総
計
五
六
の
呂
飯
図
の

う
ち
僅
か
三
件
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
。

　
そ
の
他
、
王
妃
に
委
ね
ら
れ
た
環
σ
身
も
あ
っ
た
。
㌧
偽
9
目
同
・
。
。
H
に

　
り
）
　
覧
巳
q
ヨ
b
げ
創
網
8
・
一
琶
一
算
．
げ
●
．
”
ヨ
搾
団
　
「
．
昌
旨
げ
団
茸
4
㊦
田
0
9
α
団
㊦
戦
論
旨
郵
曝
田
醤
姻
臼
」

と
あ
る
。
殆
ん
ど
の
場
合
σ
q
げ
は
王
の
農
場
と
み
な
せ
る
が
、
一
枚
だ
け
王
妃
の
α
q
睦
に
言
及
し
た
文
書
が
あ
る
。
徳
9
H
押
り
①
で
、
「
園
ザ
げ
づ

に
あ
る
王
妃
の
σ
q
鈴
で
二
五
〇
の
オ
リ
ー
ブ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
鼻
ミ
ミ
ミ
”
＜
馳
届
⑩
…
H
8
…
H
①
H
の
三
枚
に
よ
れ
ば
王
妃
駆
電
。
霞

は
王
の
介
入
な
し
に
土
地
を
購
入
し
て
お
り
、
そ
の
際
王
妃
の
館
の
執
事
も
証
人
の
一
人
と
し
て
署
名
し
て
い
る
。
王
妃
も
自
分
自
身
の
農
場

を
有
し
職
員
を
組
織
し
て
農
業
経
営
に
乗
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
八
四
～
八
五
頁
に
示
し
た
四
件
と
第
二
こ
口
註
④
の
一
件
の
み
。
と
こ
ろ
で
歌

　
手
や
覇
＃
は
呂
量
保
有
者
と
し
て
も
そ
の
引
受
人
と
し
て
も
登
目
す
る
。
ど

　
ち
ら
に
な
る
か
は
職
種
に
左
右
さ
れ
た
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。

②
　
冒
頭
の
欠
損
の
た
め
露
げ
島
鴇
文
書
か
否
か
判
断
で
き
な
い
土
地
リ
ス
ト
鱈
9

　
く
噂
O
O
の
一
七
行
目
に
は
、
挫
■
げ
α
b
『
．
婦
げ
p
〔
ヨ
〕
（
耕
地
を
祭
司
た
ち
の
集
会

　
の
手
に
）
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
神
殿
組
織
へ
の
委
託
を
示
駿
し
て
い
る
が
、

　
質
げ
鳥
団
と
は
直
接
関
係
な
い
の
で
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。

③
同
様
の
事
例
は
他
に
も
あ
る
。

　
肉
円
9
♪
メ
お
）
践
．
⇒
乞
．
ゴ
副
噛
、
嘗
蔓
．
P
〔
　
〕

　
　
　
　
　
　
（
切
戸
．
馨
蔓
の
桐
続
人
の
耕
地
〔
〕
に
）

　
肉
目
9
介
8
込
ρ
”
㊦
）
系
山
鳥
■
謬
鴬
げ
．
一
面
ヨ
目
α

　
　
　
　
　
　
（
そ
し
て
彼
の
相
続
入
の
耕
地
O
旨
a
に
）

④
　
人
名
だ
け
を
列
挙
し
て
い
る
が
　
O
設
鯖
。
。
㎝
開
H
H
と
の
一
致
か
ら
考
え
る
と

　
嘗
昌
目
＼
p
巳
尿
㌣
き
6
貫
き
ρ
（
兵
士
の
一
種
）
の
リ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
G
設
讐
◎
◎
伊
嵩
　
　
　
　
　
、
肉
9
く
H
魑
G
Q
b
9

　
二
）
　
叶
暮
ヨ

　
一
b
Ω
）
　
〔
碧
ω
〕
ξ
コ
■
σ
戸
ρ
ρ
ぎ
　
　
　
　
㎝
）
　
μ
葭
－
鴇
－
ぞ
p
凸
㊤
解
同
客
蜜
H
宕

　
麗
）
　
目
〔
昌
己
ψ
コ
ゐ
ρ
ぎ
　
　
　
　
　
c
。
）
　
　
ヨ
離
占
一
占
部
竃
H
客
窓
H
客
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置
）
．
げ
二
号
ご
昌
■
ρ
ρ
ぎ
　
　
、
　
　
　
鱒
）
．
H
p
σ
島
－
臣
－
誠
日
餅
円
£
ゐ
7
一
爆
占
㊤

　
H
㎝
）
　
＝
メ
び
戸
ρ
ρ
ぎ
．
．
　
　
　
　
　
躰
）
　
鵡
㌣
㊦
－
鴫
僧
罵
H
客
鎧
H
渚

　
δ
）
　
導
昌
p
げ
戸
超
目
　
　
　
　
　
　
①
）
　
H
三
〒
噸
圃
－
鵠
p
ム
巴
ρ
〕

⑤
　
J
・
ヌ
ー
ゲ
イ
ロ
ル
は
U
q
霞
G
》
累
－
巳
を
諺
貯
嵩
〒
蝕
と
読
ん
だ
が
、

　
ぴ
戸
．
昌
と
の
対
応
は
明
白
で
あ
．
り
（
，
導
曾
p
艮
巨
と
読
む
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
な

　
お
前
註
で
挙
げ
た
鰭
黛
く
H
・
c
。
b
。
、
b
。
）
の
5
σ
α
凶
－
一
7
諏
を
彼
は
ざ
σ
＆
－
ρ
㌣
鉱

　
と
読
ん
で
い
る
。

⑥
　
電
9
目
H
曽
μ
㎝
。
　
溢
O
を
見
る
と
｝
嘗
ヨ
讐
窺
な
る
者
が
子
ら
へ
の
財
産
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
与
を
決
定
ル
た
が
、
ま
ず
ω
魯
㊤
ヨ
ヨ
ロ
に
一
部
を
取
ら
せ
、
残
り
を
他
の
二
入

　
に
与
え
て
い
る
。
ア
ッ
シ
リ
ア
法
書
B
第
　
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
長
子

．
が
他
の
兄
弟
の
二
倍
取
る
と
い
う
慣
行
が
ウ
ガ
リ
ト
で
も
行
わ
れ
て
い
た
か
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
．

　
か
は
分
ら
な
い
が
、
ω
口
げ
ゆ
白
昌
5
に
優
先
権
が
与
え
ら
．
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

　
で
あ
．
る
。
．
1
・
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
は
ア
ラ
．
ラ
ク
や
中
期
ア
ッ
シ
リ
ア
と
．
同
様
に
長

．
子
の
特
権
が
存
続
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
（
．
．
O
瓢
窪
。
憎
お
h
醇
盗
聴
巴
o
D
け
暮
昌
。
，

　
o
囲
峠
7
0
国
匡
㊦
ω
け
Q
っ
。
詳
．
．
り
切
延
恥
Q
員
峯
9
お
8
舳
℃
や
ω
Q
。
ム
O
）
。

⑦
ヌ
ジ
で
は
養
子
契
約
文
書
（
嘗
℃
鷺
き
畔
口
鉱
）
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
土
地

　
の
貿
手
を
売
手
の
養
子
と
す
．
る
こ
と
が
広
ぐ
行
わ
れ
て
い
た
。
。
播
司
．
濁
．
ω
仲
①
巴
P

　
」
≦
愈
肉
冠
ミ
騨
ミ
鷺
円
§
蕊
a
ミ
§
漁
φ
超
Φ
活
。
窪
○
鼠
①
簿
鉱
誓
ユ
①
。
。
’
さ
。
㎝
噂

　
ド
詮
Q
Q
も
ρ
N
ρ
0
8
σ
q
巳
乱
噛
。
唱
■
9
砕
こ
℃
や
這
I
H
ω
。

　
　
し
か
し
ウ
ガ
リ
ト
で
こ
う
し
た
手
段
が
と
ら
れ
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
養
子

　
縁
組
の
形
を
借
り
た
不
動
産
売
買
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
養
子
契
約
文
書
も
あ

　
る
（
、
沁
9
類
鮮
H
9
卜
。
O
P
た
だ
し
養
子
を
と
っ
た
の
は
女
性
）
が
、
逆
に
養
子

　
を
と
る
側
か
ら
銀
が
支
払
わ
れ
た
例
も
あ
る
（
贈
～
9
＜
同
℃
ω
圃
）
。

⑧
℃
鵠
9
目
押
。
。
髄
’

⑨
鰭
9
＜
「
。
。
。
。
と
露
9
＜
”
幽
。
。
■

⑩
蛸
9
囲
押
．
合
と
．
℃
肉
9
H
押
㊤
G
。
は
σ
誌
上
（
恐
ら
く
σ
誌
．
巨
ド
王
の

　
人
々
）
へ
の
支
給
。
．
篤
9
．
く
「
癖
O
は
．
区
導
（
奴
隷
）
へ
の
支
給
。

⑪
．
．
自
国
簿
N
①
き
．
、
即
。
ぢ
囲
U
9
。
昌
号
馨
。
。
（
げ
濠
旨
一
5
騨
＆
q
巳
富
（
σ
q
け
）
o
h

　
汁
財
㊦
男
。
矯
巴
悶
。
。
葺
富
屋
q
σ
q
二
。
二
竺
、
℃
や
ω
b
σ
ム
メ
　
置
①
日
こ
§
偽
肉
曲
ミ
ミ

　
O
o
ミ
§
§
ミ
黛
ぎ
白
帆
畑
鼠
§
馬
蒔
ミ
鈍
℃
．
塾
。
P
M
・
C
・
ア
ス
ト
ウ
ー
ル
も
こ

　
の
見
解
に
同
意
し
て
い
る
．
（
鑑
．
ρ
〉
ω
8
癖
’
．
、
↓
げ
0
累
興
。
ず
p
暮
Ω
窃
。
。
O
h

　
¢
σ
q
書
写
、
、
胃
貯
O
禽
ミ
騎
さ
無
蝋
ミ
蕊
題
噛
畑
噛
ミ
抵
N
冷
苫
ぎ
ミ
無
さ
卜
い
N
§
ミ
§
蕊
隠
い

　
§
蕊
喬
誌
臓
§
恕
起
§
謡
　
O
馬
ぴ
鳶
岱
山
鼓
§
謁
ミ
ミ
。
ミ
鳶
．
a
動
超
篭
ミ
魂
蔚
§
忌
㌣

　
鷺
§
ミ
皆
蕊
ミ
3
蜜
罫
昌
。
財
①
P
お
↓
b
∂
M
や
N
O
）

⑫
　
ま
ず
　
8
ミ
ミ
ミ
リ
＜
”
り
O
に
二
回
登
場
す
る
。

　
誌
）
　
蓬
7
冨
凸
博
学
昌
騨
a
ヨ
酵
一
α
q
巴
∴
凱
毒
言

　
置
）
　
欝
（
V
）
昌
ρ
℃
鐙
薄
目
二
巴
℃
P
徴
ω
一
三
鳶
口
蜜
や
口
勲
爵
旨
識
ぶ
一
〒
ヨ
鵠
犀
賃

　
「
目
｝
蔓
斜
口
口
は
Ω
㊤
ぎ
貯
ヨ
農
場
に
。
　
一
二
名
、
　
一
一
頭
の
牛
、
三
頭
の
ろ
ば
は

　
H
ξ
寒
冒
騨
5
農
場
に
。
」

　
　
一
方
、
爵
ミ
ミ
ミ
サ
く
讐
¢
①
は
四
つ
の
α
巨
ε
に
つ
．
い
て
何
か
を
ま
だ
終
え

　
て
い
な
い
奴
隷
と
終
え
た
奴
隷
の
数
を
挙
げ
て
い
る
。
J
・
ヌ
ー
ゲ
イ
ロ
ル
も
こ

　
こ
の
．
島
日
舞
は
「
農
場
」
と
訳
す
。

⑬
　
第
二
章
註
⑩
参
照
。

⑭
個
人
名
で
呼
ば
れ
る
α
q
け
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
O
設
”
曾
の
α
Q
け
名
を
見
る

　
と
三
つ
と
も
O
罠
」
δ
に
、
d
驚
”
二
村
の
傷
人
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
人

　
名
と
一
致
す
る
。

　
　
　
　
　
O
§
間
り
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G
設
℃
に
り

　
同
）
　
げ
巳
，
α
⇔
．
営
μ
噛
二
）
駆
p
　
　
　
　
　
円
．
H
目
■
聾
）
　
び
戸
げ
σ
隠
文

　
二
）
　
げ
■
σ
q
ρ
営
嵩
唇
　
　
　
　
　
　
　
戸
圃
＝
’
切
）
　
σ
浮
暦
祥

　
誌
）
　
＝
阜
9
σ
q
歴
ら
魯
昌
　
　
　
　
　
　
H
■
H
H
固
．
鼻
熱
ひ
）
　
甥
｝
三

　
　
G
R
耳
鎗
の
三
つ
の
α
q
け
が
d
耳
．
《
村
の
三
入
に
所
属
し
て
い
た
と
い
う
解

　
釈
も
成
立
つ
。

⑮
　
M
・
C
・
ア
ス
ト
ゥ
ー
ル
は
商
人
の
一
．
○
人
組
と
い
・
γ
組
織
を
想
足
し
、
王
の

　
農
揚
の
生
産
物
の
売
買
は
こ
．
の
一
〇
人
組
も
し
く
．
は
そ
の
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
に
任
さ
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れ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
譜
9
H
お
曾
も
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る

　
（
竃
■
O
．
｝
。
・
伴
。
舞
暫
。
や
ユ
伴
二
℃
娼
．
訟
一
b
。
①
）
。
し
か
し
、
確
か
に
一
〇
人
組
の
組

　
織
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
σ
q
け
に
商
人
を
割
当
て
た
文
書
も
発
見
さ
れ
て
い
る

　
（
G
設
讐
鍛
）
が
、
両
者
を
こ
の
よ
う
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は

　
疑
問
で
あ
る
。

⑬
臼
ヨ
”
琵
9
H
H
・
G
。
劇
（
ブ
ド
ウ
酒
リ
ス
ト
）
、
鰐
9
＜
閣
ω
。
。
（
人
員
と
牛
の

　
リ
ス
ト
）
、
℃
需
9
＜
』
C
。
（
農
具
リ
ス
ト
）
。
繋
毎
、
吾
”
鰭
9
鍔
C
。
餅

⑰
蛸
9
H
目
し
設
で
一
七
の
耕
地
を
引
受
け
た
の
は
ω
写
と
呼
ば
れ
る
者
で
あ

　
つ
た
。
つ
ま
り
。
。
H
（
5
が
王
に
か
わ
っ
て
一
一
つ
の
農
揚
を
経
営
し
て
い
た
の
で
あ

　
る
。
こ
こ
で
詳
し
く
述
べ
る
ゆ
と
り
は
な
い
が
、
。
・
犀
ロ
は
ア
ッ
カ
ド
語
で
牌
日
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
く

　
。
・
苧
謀
」
昌
∴
凱
と
か
凶
日
障
ω
〉
．
閑
囲
客
■
角
旨
に
轟
ぴ
坊
q
（
び
q
崔
》
ω
内
H
竃
）
と
書

　
か
れ
る
官
職
に
あ
た
り
、
文
書
中
に
か
な
り
頻
繁
に
登
場
す
る
。
し
か
し
、
こ
の

　
篤
9
H
H
、
お
駆
の
ω
互
に
つ
い
て
は
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
ま
だ
結
論
が
出
せ

　
な
い
。
ω
ざ
く
俘
日
出
巴
内
ぎ
轟
β
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

⑱
ζ
鳥
。
い
図
≡
。
。
”
。
や
9
噛
り
竈
L
㌣
昼
刈
G
。
為
8

六
　
尋
身
の
引
受
人
　
②

ウガリト王国のubdyについて（近藤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
q
σ
身
を
引
受
け
た
側
と
し
て
ま
ず
相
続
人
や
王
、
王
妃
の
農
場
、
村
の
よ
う
に
あ
る
程
度
そ
の
性
格
を
把
握
で
き
る
も
の
を
拾
い
出
し
た

が
、
実
際
に
は
引
受
人
の
名
の
み
を
記
載
し
た
例
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
。
彼
ら
に
つ
い
て
は
人
名
を
手
懸
か
り
に
そ
の
性
格
を
追
求
す
る
し

か
な
い
。
と
は
い
え
、
引
受
人
の
個
人
名
を
判
読
で
き
る
文
書
は
○
謹
讐
。
。
N
と
肉
目
9
こ
口
¶
、
科
目
9
群
0
鵠
、
℃
陶
9
＜
”
卜
。
O
の
四
枚
で
、

そ
の
う
ち
電
9
＜
”
b
。
り
の
八
人
は
全
員
相
続
人
だ
か
ら
除
く
と
す
る
と
、
四
〇
余
り
の
人
名
が
拾
い
出
せ
る
。
そ
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て

み
た
と
こ
ろ
（
表
2
）
、
か
な
り
の
重
複
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
勿
論
同
じ
名
前
だ
か
ら
と
い
っ
て
同
一
人
物
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
三
文
書
に
計
一
〇
回
登
場
す
る
O
ヨ
a
．
を

全
て
別
々
の
人
間
と
考
え
る
こ
と
も
不
自
然
で
あ
る
。
G
匿
噂
。
。
鉾
お
H
c
。
）
の
O
ヨ
a
と
渓
8
9
膳
讐
8
誤
）
の
○
臼
a
は
明
ら
か
に
同
一

人
物
で
あ
る
し
、
O
設
”
。
。
b
。
㍉
・
く
）
の
○
日
量
と
映
↓
9
μ
”
評
H
O
）
の
○
ヨ
a
も
そ
う
だ
ろ
う
。
ま
た
連
続
し
た
二
行
に
登
場
す
る
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

合
も
別
人
と
は
考
え
に
く
い
。
と
す
る
と
三
枚
の
q
び
身
文
書
に
計
一
〇
回
現
れ
る
○
ヨ
乱
は
せ
い
ぜ
い
平
入
に
絞
ら
れ
る
。
そ
の
四
人
の

中
に
も
同
一
人
物
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ウ
ガ
リ
ト
で
は
○
ヨ
識
と
い
う
名
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
見
ら
れ
る
名
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
他

に
は
℃
肉
9
H
押
犀
0
と
℃
沁
9
＜
り
ω
O
に
一
回
ず
つ
現
れ
る
だ
け
で
、
し
か
も
こ
の
贈
～
9
く
り
ω
O
は
昌
α
《
文
書
と
同
じ
形
式
（
伽
α
●
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表 2

armwl

ib／wrmd

iwrb＃

brdd

gmrd

y首n．専r首

風bdym

見bdmlk

七t

ttmd

tptb驚1

CTA．　82
　　　’

KTCJ，　4，　7

　4）　・gd．utqn

14）　gd．bn．　t（　］

　10）．　［g）d．bn．trn

r．19）　〔きd．コ＆byy

KTころ　4，692

13）

25）

31）

　14）

　23）

　24）

r．　17）

r．　18）

（g］d．

［gd．bn　）11

［bVd　］n

〔t〕n．首dm

〔tn惹〕d．bn．ngz尊n

（gd．　bn　）pll

（gd）．bn．tgdy

［gd］．bn．synn

　　3）9d．

r．26）　〔首d．b）n．uzr（？）y

　18）　〔蓉d．〕bn，n尊bl

　　　ぼ
r．． P5）　〔蓉〕d．il争y

2）　gd．

16）　（g）d．bn．tbrn

19）　［gd）bn．qeh

12）〔w〕．きd功1h

27）　（gd．bn．）ttayy

r．　2）　［gd．　）

r．　24）　［gd．bn．　）　b／drt

12）　g’d．bn．aby

3）　gd．bn．izmly

10）　gd．bn．t－qby

15）　gd．bn．synn

1ユ）　きd．bn．qldn

7）　蓉d．bn．尊lbym

16）　gd．uln

20）　gd．bn．igyy

1

6）wぷd．n尊lh

7）　gd．bn．kwn
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ウガリト王国のubdyについて（近藤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

団
累
H
」
．
娼
緕
）
で
第
三
者
に
渡
さ
れ
た
土
地
を
リ
ス
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
O
ヨ
a
は
土
地
の
委
託
の
揚
面
で
は
い
つ
も
引
受
人
と

し
て
登
場
す
る
。
全
部
が
あ
る
一
人
の
人
物
を
指
す
と
い
う
可
能
性
も
全
く
な
い
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
と
も
か
く
○
ヨ
犠
な
る
者
が
複

数
の
人
間
か
ら
窪
σ
身
を
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
同
様
の
こ
と
は
G
設
噂
。
。
b
。
噂
ω
）
と
斜
卜
。
①
）
に
現
れ
る
く
胃
に
つ
い
て
も
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

え
る
。
二
度
と
も
ザ
誌
（
大
工
）
と
付
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
明
ら
か
に
同
一
人
物
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
○
ヨ
巳
に
つ
い
て
は
同
一
人
物
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

副
度
に
二
つ
の
二
身
を
引
受
け
た
こ
と
も
分
っ
て
い
る
し
、
こ
の
二
人
が
手
広
く
信
げ
身
を
引
受
け
て
経
営
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
先
の
引
受
人
リ
ス
ト
に
は
同
一
文
書
に
二
度
現
れ
る
人
名
が
他
に
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
げ
α
巨
閃
や
四
隣
ぴ
届
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
判
断
が
難
し
い
が
、
一
方
月
℃
普
、
一
の
名
は
℃
謁
9
＜
噸
ω
O
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
映
『
9
心
り
刈
か
ら
読
め
る
引
受
人
の
名
は
僅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

か
一
四
個
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
≧
白
乱
は
二
回
登
場
す
る
。
諺
H
ヨ
≦
一
や
8
8
選
び
、
一
な
ど
は
同
一
人
物
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と

す
れ
ば
複
数
の
人
間
か
ら
q
σ
身
を
任
さ
れ
て
い
た
者
が
か
な
り
い
た
こ
と
に
な
る
。
逆
に
同
一
人
物
の
¢
げ
身
を
複
数
の
人
間
に
委
ね
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
G
爵
”
c
。
鉢
。
に
は
、

　
吋
●
㊤
）
　
〔
ε
σ
身
．
警
旨

　
　
δ
）
　
〔
凸
O
§
〆
冒
ヨ
貯
ヒ
仙
ピ
一
二
毒

　
　
昌
）
　
〔
似
冠
．
げ
戸
嘗
ヨ
ぎ
．
覧
．
9
．
び
戸
区
旨
戸
b
。

と
あ
る
。
歌
手
（
毯
の
じ
d
戸
真
玉
冨
の
¢
げ
身
の
う
ち
一
つ
は
し
ご
戸
け
目
に
、
も
う
一
つ
は
切
出
区
巨
μ
に
委
託
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

⑦
る
。　

こ
の
よ
う
に
一
人
の
g
び
身
を
二
人
で
分
担
す
る
考
も
い
れ
ば
、
一
人
で
何
人
も
の
ロ
げ
身
を
引
受
け
る
者
も
い
た
。
そ
の
経
営
規
模
は
様

々
で
あ
っ
た
。

　
で
は
呂
身
を
引
受
け
た
こ
れ
ら
の
個
人
は
一
体
ど
う
い
つ
だ
人
々
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
度
は
判
明
し
て
い
る
四
〇
余
り
の
引
受
人
の

名
が
他
の
ど
の
よ
う
な
文
書
に
現
れ
る
か
を
調
べ
て
み
た
。
そ
の
際
同
名
異
人
の
危
険
を
少
し
で
も
避
け
る
た
め
、
重
複
人
名
が
い
く
つ
か
ま
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と
ま
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
定
し
た
。
す
る
と
キ
プ
ロ
ス
（
頓
菊
d
諺
1
一
碧
－
際
点
ρ
）
の
人
々
の
家
族
リ
ス
ト
で
あ
る
G
橿
騎
。
。
O
と
、

ウ
駐
α
α
人
の
船
の
り
ス
ト
G
鑓
噛
。
。
腿
、
そ
し
て
衣
服
リ
ス
ト
の
℃
肉
9
月
嵩
①
の
三
枚
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
。

　
ま
ず
G
謡
”
c
。
O
は
各
家
ご
と
に
妻
や
子
供
達
の
数
を
列
挙
し
た
も
の
で
一
九
の
名
が
判
読
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
六
名
が
昏
身
引
受
人

　
　
　
　
　
　
⑧

の
名
と
重
複
す
る
。

　
　
　
　
G
鑓
℃
Q
◎
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G
竈
”
o
◎
鱒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肉
8
9
野
圃

　
旨
）
　
び
び
仲
帥
葺
犠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔭
）
　
び
含
銘
唱
協

　
　
り
）
　
げ
．
げ
戸
㌶
ヨ
乱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継
）
　
ド
母
ヨ
ノ
〈
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃
）
　
一
’
震
旨
屯
一

ω
）

b。
ﾖ
）

卜。

@
）

お
）

げ
．
げ
鉾
づ
毛
回
』

び
．
馨
．
総
畠
〔
ご
昌
〕

び
．
σ
壁
薄

げ
．
び
戸
ξ
豊
．
一

　
嵩
）

　
卜
。
。
。
）

　
お
）

群
b
。
）

吋
．
昏
。
直
）

げ
9
コ
≦
a

げ
9
豊
ゆ
弩
日

σ
斜
．
ヰ

〔
　
　
〕
な
讐
、
一

び
阜
樗
昔
．
一
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⑨

　
キ
プ
ロ
ス
の
人
々
の
中
に
q
げ
身
地
を
委
託
さ
れ
て
い
た
者
が
か
な
り
い
た
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。
彼
ら
外
国
人
も
口
σ
身
引
受
人
と
な

り
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
℃
肉
9
H
＜
し
S
お
O
に
言
明
さ
れ
た
d
障
の
商
人
に
対
す
る
不
動
産
取
得
の
禁
止
と
対
比
し
た
場
合
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

常
に
興
味
深
い
。
ヒ
ッ
タ
イ
ト
大
王
ハ
ッ
ト
ゥ
シ
リ
三
世
は
ウ
ガ
リ
ト
忍
駒
β
津
Φ
饗
の
要
請
に
応
じ
、
大
王
の
商
人
で
あ
る
φ
雷
の
商
人

が
冬
期
に
も
ウ
ガ
リ
ト
に
滞
在
し
た
り
、
家
や
畑
を
購
入
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
d
参
の
商
人
で
さ
え
禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

外
国
人
に
と
っ
て
不
動
産
取
得
は
不
可
能
で
は
な
い
に
し
て
も
非
常
に
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
ロ
げ
身
の
引
受
人
と
な
る
道
は
塞
が
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
次
に
挙
げ
た
G
設
”
。
。
鳥
は
二
男
．
邑
籔
〔
　
〕
（
寓
θ
ら
（
人
）
の
船
）
と
い
う
見
舞
し
を
持
ち
、
葺
と
叶
算
の
二
種
類
の
船
に
つ
い
て
そ

の
所
有
考
を
列
挙
し
て
い
る
。
欠
損
が
ひ
ど
く
、
人
名
は
五
個
が
読
め
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
う
ち
の
三
吟
が
○
設
り
。
。
邸
の
¢
び
身
引
受

人
と
重
な
る
。
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G
日
」
斜
。
◎
湛

b
。
）
　
耳
■
ξ
讐
．
一

画
）
　
貸
け
曳
色
昌

①
）
　
再
．
げ
鳥
露
涛

○
国
．
き
○
。
b
っ

目
●
・
。
）

H
』
腿
）

　
ゆ
）

　
b
。
）

　
δ
）

〔
　
　
　
　
〕
導
貸
、
一

び
9
塔
讐
、
一

9
．
旨
言

げ
P
．
げ
α
日
｝
閑

び
阜
．
び
創
ヨ
一
評

　
竃
菅
良
は
多
く
の
外
国
人
が
居
住
す
る
ウ
ガ
リ
ト
市
の
外
港
で
あ
り
、
そ
の
住
人
が
船
舶
を
所
有
す
る
こ
と
は
十
分
予
想
で
き
る
。
キ
プ
ロ

ス
人
も
混
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
残
念
な
が
ら
、
船
を
有
す
る
こ
と
と
¢
び
身
の
委
託
を
受
け
る
こ
と
の
間
に
ど
ん
な
関
連
性
が
あ

る
の
か
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
何
も
言
え
な
い
。
g
び
身
の
性
格
を
捉
え
る
上
で
重
要
な
何
か
の
示
唆
を
含
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
究
明
は
今
後
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
三
番
目
の
贈
9
回
H
”
目
①
は
衣
服
を
扱
っ
た
り
ス
ト
で
あ
る
。
表
に
は
人
名
と
数
歯
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
裏
に
各
種
の
衣
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
そ
の
枚
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
五
西
中
三
塁
が
¢
び
身
引
受
人
の
名
と
重
な
る
。

　
　
　
鰭
9
回
押
昌
①
　
　
　
　
G
設
噂
c
O
b
⊃
　
　
　
　
　
　
　
　
映
↓
9
野
圃
　
　
　
　
　
　
　
肉
↓
9
蔭
り
⑦
8

　
一
〇
）
　
σ
q
ヨ
a
　
　
　
　
　
に
）
　
げ
9
α
q
ヨ
巳
　
　
　
　
　
　
H
O
）
　
一
．
σ
q
白
a
　
　
　
　
　
　
癖
）
　
謁
旨
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笛
。
。
）
　
呂
。
σ
q
ヨ
巳
　
　
　
　
　
　
置
）
　
置
ヨ
巳
　
　
　
　
　
　
刈
）
　
一
．
〔
σ
q
ヨ
〕
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
。
彊
）
げ
畠
磯
日
巳
　
　
　
　
　
　
呂
）
一
触
匿
α
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日
一
）
　
牲
ρ
鰹
彰

嵐
）
¢
匿

μ
嵩
）
　
げ
傘
σ
。
ヨ
a

ぴ
H
。
。
）
　
げ
9
σ
q
諺
巳

　
卜
。
。
。
）
　
9
動
9
鰹
日

φ
）
　
ピ
ニ
げ
置
ピ
嵩
・
．
Ω
昌
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・
重
複
す
る
人
名
の
数
は
ど
の
場
合
も
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
こ
こ
に
あ
と
一
枚
注
目
さ
れ
る
文
書
が
あ
る
。
昌
身
の
語
は
な
い
が
や
は
り

巴
・
男
属
ド
・
一
殉
冥
b
・
の
形
式
で
一
五
件
を
列
挙
し
た
辱
沁
9
＜
”
。
。
⑩
で
、
こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
引
受
人
の
名
と
℃
肉
9
同
押
H
屋
、
G
匿
”
。
。
降
。

の
人
名
と
の
間
に
親
子
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
つ
な
が
り
を
た
ど
っ
て
い
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
譜
9
H
囲
”
嵩
①
　
　
　
　
　
　
　
G
霞
讐
G
。
昏
。
　
　
　
　
　
　
　
宍
8
9
野
¶
　
　
　
　
　
　
　
踏
9
＜
”
c
。
O
　
、

刈
）
．
巨
9

り
）
団
．
臼
α

ち
）

瓢
）

嵩
）

σq

?
乙

0
8
驚
日

¢
び
昌

昂
痒
ω
）

　
　
嵐
）

　
　
b
。
。
。
）

　
　
㎝
）

　
『
』
。
。
）

職σq
忠
ｳ
（
℃
9
ω
ω
一
導
）

噸
8
伽
ぎ

糠
℃
ρ
σ
や
σ
為
び
ロ

孚
冒
団

P
O
）
　
σ
q
臼
乙
（
℃
ρ
ω
q
，
ド
巳
）

①）

@
ロ
げ
戸
げ
誉
．
畠
p

○
。
）
　
げ
戸
．
日
ま
酔

b
⊃
）
　
一
）
⇔
受
．
貸
匹

O
）
冨
屯

①
）
9
電

　
つ
ま
り
℃
肉
9
佃
町
犀
O
と
G
S
餌
。
。
卜
。
、
映
目
9
ミ
は
同
一
時
期
の
資
料
で
あ
り
、
、
物
9
＜
》
。
。
㊤
は
少
し
後
の
時
期
の
資
料
だ
と
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
す
れ
ば
籍
9
H
卸
置
①
の
人
名
と
¢
げ
身
引
受
人
の
名
と
の
重
複
が
三
名
で
も
、
　
こ
の
三
人
は
衣
服
を
割
当
て

ら
れ
る
と
同
時
に
β
σ
身
の
委
託
を
受
け
て
い
た
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
こ
の
㌔
肉
9
H
押
H
δ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
名
を
調
べ
て
い
く
と
、
人
を
統
率
す
る
立
場
に
あ
る
人
物
が
何
人
か
含
ま
れ
て
い
る
こ
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⑮

と
が
分
る
。
二
行
目
の
H
博
ぎ
は
目
ぴ
ρ
村
に
い
る
ぴ
昌
・
ヨ
涛
（
王
の
人
々
）
の
う
ち
二
人
を
率
い
て
い
る
し
、
羊
飼
た
ち
の
統
率
直
で
も

　
⑯
あ
る
。
　
一
四
行
目
の
℃
詳
は
「
℃
暮
指
揮
下
の
9
い
巨
吋
表
」
と
い
う
見
出
し
で
始
ま
る
㌧
謁
9
回
押
貌
に
よ
れ
ば
七
七
人
の
9
い

ヨ
涛
の
統
率
を
任
さ
れ
て
い
た
。
　
一
五
行
目
の
d
9
も
H
嘗
び
昌
ヨ
月
に
食
糧
支
給
を
受
け
る
σ
融
・
旨
涛
の
う
ち
三
人
の
岩
ゲ
を
率
い
て

　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

い
る
し
、
四
行
目
の
O
貯
N
は
○
富
噸
。
。
b
。
に
「
や
Z
の
耕
地
を
げ
畠
・
母
乳
N
の
手
に
」
と
し
て
現
れ
る
。
　
一
五
人
中
四
人
の
名
が
げ
昌

も
し
く
は
σ
齢
・
ヨ
涛
の
統
率
者
の
名
と
重
な
る
こ
と
は
単
な
る
偶
然
と
は
思
え
な
い
。
　
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
人
々
は
人
を
監
督
す
る
立
場
に

あ
る
、
か
な
り
高
い
地
位
に
あ
っ
た
人
々
と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
習
頭
の
ω
雪
が
路
⇔
職
を
指
し
、
＝
二
行
目
の
ロ
日
節
が
ケ

レ
ト
叙
事
詩
や
バ
ァ
ル
・
ア
ナ
ト
叙
事
詩
の
奥
付
に
署
名
し
て
い
る
H
ぎ
貯
と
同
一
人
物
だ
と
し
た
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
ロ
げ
身
引
受
人
の
中
に
は
い
わ
ゆ
る
小
作
人
と
い
っ
た
人
々
と
は
違
う
、
社
会
的
地
位
の
高
い
人
々
も
混
じ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

当
然
彼
ら
が
自
ら
耕
作
に
あ
た
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
に
従
属
す
る
者
た
ち
を
使
役
し
て
第
三
者
の
土
地
を
経
営
し
て
い
た
に
違
い

な
い
。
と
す
れ
ば
、
や
は
り
¢
び
身
を
小
作
地
と
か
小
作
人
と
訳
す
よ
り
は
耕
作
委
託
と
い
う
表
現
を
用
い
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
一
方
こ
れ
と
は
逆
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
G
設
”
。
。
ひ
。
植
冨
）
の
「
頃
§
σ
q
嘗
⇔
の
耕
地
、
隠
蟹
貯
N
の
人
の
手
に
」
で
、
》
ぴ
塾
穿
N
に
従
属
す
る
誰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

か
に
犀
σ
身
が
任
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
事
例
は
バ
ビ
ロ
ン
第
一
王
朝
時
代
の
聲
冨
毎
（
日
）
（
子
供
、
召
使
）
を
想
起
さ
せ
る
。
G
匡
b
一
六

巻
二
三
四
頁
に
は
「
℃
茎
の
耕
地
を
小
作
す
る
た
め
に
勺
7
と
男
三
脚
と
国
7
の
覧
亡
甲
讐
日
が
仲
問
に
な
っ
た
。
」
と
い
う
例
や
、
冴
午

冨
－
誌
に
耕
作
を
怠
け
さ
せ
る
な
。
」
と
い
う
例
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
貿
冨
話
（
ヨ
）
は
主
人
の
耕
地
を
耕
す
ほ
か
、
第
三
者
の
小
作
を
行
う

場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ウ
ガ
リ
ト
の
σ
誌
・
轟
貯
N
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
》
讐
ぐ
か
ら
の
指
図
で
引
受
け
た
の
か
、
彼
自
身
が
独
立
の
資

格
で
し
た
こ
と
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
公
的
機
関
が
指
定
し
た
の
か
は
分
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
あ
る
個
人
に
従
属
す
る
者
が
第
三

者
の
耕
地
を
二
σ
身
と
し
て
引
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
と
に
か
く
信
げ
身
を
個
人
で
引
受
け
た
側
に
は
様
々
な
人
々
が
い
た
。
彼
ら
が
ど
ん
な
階
層
に
属
し
て
い
た
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
不
可
能

に
近
い
。
一
人
で
い
く
つ
も
の
魯
身
を
委
託
さ
れ
た
者
が
い
た
が
、
そ
の
一
人
は
大
工
で
あ
っ
た
。
キ
プ
ロ
ス
人
も
い
れ
ぼ
船
主
も
い
た
。
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人
を
指
揮
す
る
者
も
い
れ
ば
人
に
従
属
す
る
者
も
い
た
。
あ
る
男
が
一
方
で
昌
身
を
出
し
な
が
ら
他
方
で
こ
れ
を
引
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
⑳

か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
昏
身
を
出
す
側
と
引
受
け
る
側
と
で
階
層
が
は
っ
き
り
違
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
よ
う
だ
。

（580）106

①
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目
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♪
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δ
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肉
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9
画
8
δ
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匪
宍
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9
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メ
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↓
9
距
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）
母
野
↓
9
野
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㊤
b
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買
血
）

②
　
第
一
章
註
⑮
を
参
照
。

③
　
こ
れ
以
外
に
く
警
の
名
は
O
翠
黛
留
に
「
戦
車
大
工
の
く
雪
」
と
し
て

　
見
ら
れ
る
他
、
先
ほ
ど
言
及
し
た
鱈
9
〈
噂
ω
O
に
Ω
罎
巳
と
並
ん
で
現
れ
る

　
だ
け
で
あ
る
。

　
　
鳶
9
＜
．
ω
ρ
♪
噴
）
〔
　
　
　
　
〕
ぽ
’
一
σ
q
旨
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
。
）
〔
　
　
　
　
〕
甘
」
望
警

④
表
2
参
照
。

　
　
O
§
噂
○
。
卜
3
層
置
）
〔
叶
〕
昌
■
践
ヨ
　
　
　
　
（
b
。
迷
¶
誉
）

　
　
　
　
　
　
舘
）
〔
讐
■
呂
阜
げ
戸
品
N
’
7
昌
（
し
d
昌
』
σ
Q
N
嘗
e
b
。
離
誉
）

⑤
譜
9
＜
”
ω
ρ
｝
蒔
）

⑥
　
》
目
づ
三
の
名
も
巴
．
弓
隠
H
」
。
勺
詔
を
列
挙
し
た
鋼
の
文
書
電
9
〈
”
卜
。
。
。

　
に
登
場
す
る
。
な
お
○
ダ
ヴ
ィ
ロ
ロ
ー
（
鱈
9
＜
層
糟
。
。
）
と
M
・
デ
ィ
ー
ト
リ

　
ッ
ヒ
他
（
宍
↓
9
膳
噂
醸
b
二
G
Q
）
の
読
み
方
に
は
少
し
食
い
違
い
が
あ
る
。

　
　
　
　
譜
9
＜
’
卜
o
Q
Q
　
　
　
　
　
　
　
肉
↓
9
♪
蔭
卜
。
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
）
　
澄
．
ゆ
σ
Q
《
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
O
）
　
び
9
母
旨
ぞ
囲

　
　
ド
）
　
巴
．
げ
戸
薮
頃
〔
　
　
　
　
〕
ρ
図
α
●
）
絵
◎
σ
戸
帥
げ
旨

　
　
b
。
）
　
〔
げ
高
社
ヨ
乱
〔
〕
　
　
　
　
〔
σ
〕
9
片
雲
面
一

⑦
　
肉
↓
9
《
『
と
宍
8
9
幽
”
①
㊤
ト
っ
に
も
同
様
の
記
録
が
あ
る
。

　
　
飛
↓
9
《
8
鱒
）
巴
■
げ
戸
ρ
餐
昌
ト
ゴ
ニ
（
q

　
　
　
　
　
　
　
に
）
窪
・
ぴ
戸
ρ
片
戸
一
・
σ
q
ヨ
梶
創

　
　
国
↓
9
画
①
8
噸
b
。
）
綬
■
σ
戸
げ
H
旨
¢
■
㊤
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
癖
）
挫
．
げ
戸
げ
種
目
汁
■
ド
げ
戸
冠
コ
σ

　
　
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
圓
一
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
。

⑧
　
一
方
、
萎
託
し
た
側
の
人
名
と
の
重
複
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

⑨
さ
ら
に
、
O
畏
噌
。
。
O
の
8
贔
α
ω
の
名
は
鶉
げ
曙
文
書
中
に
見
当
た
ら
な
い

　
が
、
譜
9
く
’
ω
O
に
引
受
人
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
こ
に
は
同
℃
葛
、
一
の
名
も

　
あ
っ
た
。

　
　
　
　
O
罠
．
o
o
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諺
9
＜
’
Q
Q
O

　
　
お
）
σ
．
簿
．
碧
9
、
一
　
　
　
　
　
　
〉
継
）
一
唱
な
笹
、
一

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
b
㊤
『
）
び
●
σ
戸
言
σ
q
富
　
　
　
　
　
　
　
切
b
二
）
げ
傘
け
同
σ
q
留

⑩
蛸
9
H
＜
●
ド
メ
曽
①
に
証
人
と
し
て
署
名
し
た
四
入
の
φ
欝
の
商
人
は

　
「
太
陽
の
商
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ヒ
ッ
タ
イ
ト
文
書
か
ら
大
王
が
太
陽
と
称

　
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
A
・
F
・
レ
イ
ニ
ー
が
言
う
よ
う
に
彼

　
ら
は
ヒ
ッ
タ
イ
ト
大
王
の
た
め
に
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
》
■
柳
国
㊤
貯
①
ざ

　
．
．
b
ゴ
ロ
ω
ぎ
Φ
ω
ω
》
σ
q
Φ
昇
ω
暮
φ
σ
Q
口
紅
．
、
・
凍
§
ミ
筒
蔦
N
o
ミ
職
§
智
ミ
噛
ミ
N
噂
ド
も
。
噂

　
お
8
吻
や
。
。
6
）
。

⑪
M
・
C
・
ア
ス
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
れ
ば
護
1
7
自
＼
竃
昌
α
＼
寓
甲
p
む
㊤
－
蝕
（
σ
q
㊦
昌
e
）
は

　
現
在
ミ
ネ
ト
・
エ
ル
・
ベ
イ
ダ
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
ラ
ス
・
シ
ャ
ム
ラ
の
丘
か
ち

　
一
マ
イ
ル
足
ら
ず
の
所
に
あ
る
小
さ
な
入
江
に
あ
た
る
と
い
う
（
鼠
’
ρ
》
。
。
汁
8
さ

　
．
．
竃
ρ
、
び
p
伽
ロ
噂
芸
⑦
煽
碧
げ
。
円
。
｛
q
o
Q
p
ユ
飛
、
り
、
肉
り
窺
P
お
鯛
ド
ミ
ρ
b
や
置
ω
1
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這
“
）
。
な
お
、
こ
の
見
出
し
に
つ
い
て
彼
は
、
ヨ
5
伽
の
後
に
欠
損
の
跡
は
な
い

　
が
、
も
し
補
う
と
す
れ
ば
ヨ
笹
α
〔
団
ヨ
〕
（
ン
R
言
α
人
た
ち
の
）
で
あ
る
と
言
っ

　
て
い
る
（
陣
雲
α
二
や
＝
①
』
』
）
。

⑫
　
ア
ス
ト
ゥ
…
ル
は
ぴ
冠
を
．
冨
9
く
訂
し
・
三
℃
”
二
戸
を
、
出
σ
q
剛
昏
自
。
三
唱
、
と
訳

　
し
て
い
る
。
子
準
噛
唱
・
ご
⑦
．

⑬
　
も
っ
と
も
裏
の
数
量
の
合
計
は
裏
の
枚
数
の
合
計
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
お

　
り
、
各
人
に
割
当
て
ら
れ
た
数
量
が
直
接
衣
服
の
枚
数
を
表
す
の
で
は
な
い
よ
う

　
だ
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
衣
服
は
支
給
さ
れ
た
の
か
、
納
入
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い

　
は
何
か
別
の
目
的
で
リ
ス
ト
さ
れ
た
の
か
は
分
ら
な
い
。
衣
服
の
支
給
を
扱
っ
た

　
文
書
も
あ
れ
ば
（
窮
9
＜
H
鯛
置
㊤
“
譜
9
目
H
噸
μ
0
0
）
、
　
一
方
に
は
売
却
の
た
め

　
の
受
渡
し
記
録
も
あ
る
（
譜
9
＜
押
目
。
亀
嚇
露
9
＜
押
峯
僧
碧
9
目
H
噸

　
ド
伊
お
）
。

⑭
　
導
到
H
H
魑
二
伊
H
）
の
ω
ぎ
日
は
ω
評
嵩
職
と
み
な
す
べ
ぎ
だ
ろ
う
か
。
と
す

　
れ
ば
箆
9
H
H
し
宝
で
一
七
件
の
昏
α
矯
を
引
受
け
た
・
・
ぎ
と
重
な
り
、

　
一
五
名
中
四
名
と
な
る
。

⑮
譜
9
〈
り
①
9
①
）
・
と
電
9
H
押
搾
り
。
。
）
～
①
）
も
同
じ
文
脈
で
把
握
で
き

　
る
だ
ろ
う
か
。

⑯
　
譜
9
く
噂
謡
．
二
〇
人
余
り
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

⑰
蛸
9
く
噂
罫
㊤
）終

　
わ
　
り
　
に

　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

⑲
の
蒔
N
は
国
三
エ
窪
簿
（
ε
と
読
め
、
糖
σ
q
碁
N
と
も
書
か
れ
る
と
い
う
（
国
．
○
吋

　
α
邑
ρ
三
噂
。
や
。
一
叶
二
や
醇
G
。
”
唱
■
。
。
①
b
。
）
。

⑲
　
q
B
齢
刈
の
最
後
に
「
書
記
、
同
．
族
の
H
一
語
涛
」
と
あ
る
。
同
、
は
ケ
レ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
王
が
属
す
都
族
。
q
8
爵
の
奥
付
に
は
「
書
記
、
ω
σ
昌
人
の
賢
ヨ
貯
」
と
あ
る
。

　
こ
の
警
昌
は
地
名
（
雁
”
振
二
げ
き
㌣
三
）
と
と
る
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
蛸
9

　
H
く
噌
H
ρ
唱
O
に
よ
れ
ば
ウ
ガ
リ
ト
王
と
王
妃
が
遺
し
た
使
者
の
名
は
囲
一
輪
μ
一
一
】
良

　
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

⑳
　
〔
弥
α
〕
．
げ
戸
σ
q
嘗
戸
げ
興
σ
ロ
鰹
餌
σ
Q
涛
N
．
こ
の
箇
所
一
は
肉
弓
9
餅
メ
G
日
）
鰍
α
ぴ
誉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
σ
q
胃
鵠
．
一
・
宥
胤
μ
鴫
繋
に
対
応
す
る
。
び
法
斡
α
q
節
N
が
H
白
鴎
脅
と
同
一
人
物
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
否
か
は
判
断
で
き
な
い
。
O
§
．
Q
。
b
。
の
作
成
の
時
点
で
は
げ
滋
■
ρ
σ
q
節
N
の
誰
か

　
に
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
肉
↓
黛
合
“
作
成
に
際
し
て
は
っ
き
り
と
図
菩

　
で
あ
る
H
話
『
費
に
と
限
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑳
　
償
げ
薯
を
出
し
た
側
と
引
受
け
た
側
と
で
人
名
が
、
　
一
致
す
る
も
の
は
譜
9

　
＜
”
謬
に
二
件
あ
る
だ
け
で
、
別
々
の
文
書
問
で
も
こ
れ
以
外
に
は
な
い
。

　
b
。
）
　
畿
ら
崔
．
げ
昏
品
℃
嘗
』
乞
プ

　
ト
。
戸
）
澄
〔
．
農
∀
讐
■
び
〔
戸
〕
σ
H
H
菖
●
ぢ
暴

　
嵩
）
窪
〔
　
〕
山
団
只
”
）
〔
箏
〕
9
も
罫
コ
乞
7

　
一
。
。
）
畿
も
F
び
戸
悼
帯
濯
げ
山
．
一
一
筥
芹
．
三
属
7

　
し
か
も
同
一
人
物
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。

　
従
来
ウ
ガ
リ
ト
王
国
の
土
地
制
度
の
解
明
に
際
し
て
償
び
身
文
書
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
百
枚
以
上
に
及
ぶ
ア
ヅ
カ
ド
語

で
書
か
れ
た
土
地
付
与
文
書
や
土
地
売
買
文
書
に
関
心
が
集
中
し
、
僅
か
数
枚
の
ウ
ガ
リ
ト
語
に
よ
る
土
地
リ
ス
ト
に
登
場
す
る
口
び
身
の
語

は
、
詳
し
い
証
明
も
な
い
ま
ま
に
王
か
ら
の
付
与
地
と
同
一
視
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
偏
σ
身
文
書
の
検
討
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
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よ
う
に
、
蝿
げ
身
は
王
か
ら
の
付
与
地
そ
の
も
の
を
指
す
語
で
は
な
く
、
第
三
者
に
耕
作
の
委
託
の
た
め
に
渡
さ
れ
た
土
地
を
示
す
た
め
の
柔

な
の
で
あ
る
。
保
有
地
の
経
営
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
は
土
地
制
度
全
体
の
再
構
成
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
が
、
¢
び
身

文
書
は
そ
の
一
端
を
覗
か
せ
て
く
れ
た
。
ま
ず
昏
身
の
リ
ス
ト
が
王
宮
か
ら
出
土
し
た
こ
と
自
体
が
、
王
宮
が
保
有
者
た
ち
の
経
営
の
状
況

を
か
な
り
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
資
料
は
断
片
的
で
、
朝
げ
身
の
行
わ
れ
る
理
由
に
し
て
も
、
引
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

る
側
の
性
格
に
し
て
も
、
ま
だ
ま
だ
不
明
確
な
部
分
が
多
い
。
た
だ
、
そ
の
中
で
王
や
王
妃
の
農
場
へ
の
委
託
や
村
へ
の
委
託
、
あ
る
い
は
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

続
人
へ
の
委
託
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
村
へ
の
委
託
は
王
権
と
村
と
の
関
係
を
考
察
す
る
時
に
問
題
と
な
る
し
、
ヒ
ッ
タ
イ
ト
帝

国
と
の
繋
り
の
上
か
ら
も
興
味
深
い
。
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of　the　late　Ming　and　ear｝y　Qing　period　in　the　history　of　the　Chinese／

social　welfare．

　　Tongshanhui　lasted　at　least　for　250　years，　and　pursued　manifold　activi－

ties．　Founded　by　those　who　had，　so　to　speak，　the　thought　of　Sheng－

Sheng生生，　such　as　Yang　Dong・ming楊東明，　Gao　Pan－long高撃龍and．

Chen　Long－2heng下龍正，　it　was　also　engaged　in　edification　in　its　golden．

age．　It　worked　takdng　county県or　market　town鎮as　the　sphere　of．

activities　and　its　center　was　a　clty．　Mor　eover，　it　was　concentric　with．

families家族；，　Ptizhuang義荘　（clan　charitable　estate）　and　shecang社倉

（communal　granar　y），　and　was　the　greatest　of　them．　lts　management．

needed　not　a　single　charitable　person　but　a　lot　of　members　of　the．

SOCユety．

　　Se，　it　may　be　said　that　the　foundation　of　shanhui　was　a　precondition．

fqr　the　direction　of　many　shantang善堂（institutions　for　social　welfare）

in　thd”cities　during　Qing．

‘　ubdy　’　in　the　Ugaritic　Documents

by

Yoko　Kondo

　　The　term　‘ubdy’　is　seen　in　many・documents　written　in　Ugaritic．　lt．

has　been　regarded　as　the　word　that　indicated　the　land　given　by　the

king．　ln　almost　all　cases，　the　records　were　written　in　the　form　to　list，

up　the　fields　handed　from　one　to　another，　which　has　been　explained　as

showing　king’s　coRfiscation　and　redlstribution．

　　However，　the　minute　exarriination　of　eack　list　shows　that　‘　ubdy　’　was

never　redistributed　but　was　handed　to　another　to　commit　field　to　the．

care　of　hlm．　So‘ubdy’　was　not　the　term　which　indicated　the　land．

given　by　the　king　but　the　field　left　to　another．

　　Though　we　have　not　yet　made　clear　why　it　was　left　in　charge　of’

others，　and　what　class　was　related　with　the　commit　of　‘ubdy’，　some．

light　thrown　here　on　the　character　of‘ubdy’will　be　a　key　to．explicate．

the　land　system　in　the　Ugarit　Kindom．
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